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1.　平成20年３月期第３四半期の連結業績（平成19年４月１日～平成19年12月31日）

(1) 連結経営成績 (％表示は対前年同四半期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期第３四半期 12,398 75.4 △71 ─ △123 ─ △474 ─
19年３月期第３四半期 7,069 ─ 548 ─ 535 ─ 309 ─

19年３月期 10,701 ─ 679 ─ 660 ─ 358 ─

　

　
１株当たり

四半期(当期)純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期(当期)純利益
　 円 銭 円 銭

20年３月期第３四半期 △1,582 40 ─ ─
19年３月期第３四半期 1,077 03 1,019 11

19年３月期 1,240 76 1,175 55

　
(2) 連結財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期第３四半期 8,861 681 2.6 770 56

19年３月期第３四半期 5,753 1,153 12.0 2,363 74

19年３月期 7,316 1,213 10.1 2,532 23

　
(3) 連結キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

20年３月期第３四半期 △978 △2,108 1,917 1,230
19年３月期第３四半期 293 △173 1,805 2,112

19年３月期 444 △611 2,231 2,252

　

2.　配当の状況

　 １株当たり配当金

(基準日) 第３四半期末

　 円 銭

20年３月期第３四半期 ─ ─

19年３月期第３四半期 ─ ─

　

3.　平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

　 (％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　期 15,289 42.9 16 △97.6 △44 ─ △419 ─ △1,396 89
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4.　その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　有

　 新規　２　社 （社名　　KenKou　USA,Ｉｎｃ.　　(株)弘乳舎）

　 除外　１　社 （社名　　健康パートナーズ(株)）

(注)　詳細は、　ページ【定性的情報・財務諸表等】４. その他をご覧ください。

(2) 四半期連結財務諸表の作成基準　　　　　　　　　　　　：中間連結財務諸表作成基準

(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　：有

　

〔(注)　詳細は、４ページ「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕

　

(4) 会計監査人の関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　：有

四半期財務諸表については、札幌証券取引所の「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示

等に関する規則の取扱い」別添に定められている「四半期財務諸表に対する意見表明に係る基

準」に基づく意見表明のための手続きを受けております。

　

5.　個別業績の概要（平成19年４月１日～平成19年12月31日）

(1) 個別経営成績 (％表示は対前年同四半期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期第３四半期 4,131 △41.6 △181 ─ △265 ─ △615 ─
19年３月期第３四半期 7,069 ─ 552 ─ 540 ─ 314 ─

19年３月期 9,576 294.2 630 244.9 616 278.2 332 252.1

　

　
１株当たり四半期
(当期)純利益

　 円 銭

20年３月期第３四半期 △2,053 63
19年３月期第３四半期 1,093 28

19年３月期 1,152 06

　

(2) 個別財政状態

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期第３四半期 6,316 94 1.5 314 99

19年３月期第３四半期 3,521 695 19.8 2,383 35

19年３月期 4,579 713 15.8 2,444 28

　 　

6.　平成20年３月期の個別業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通　期 4,262 △55.5  △142 ─ △242 ─ △610 ─ △2,033 65

　　個別業績予想につきましては、平成19年９月１日付をもって健康コーポレーション株式会社から

　純粋持株会社であります健康ホールディングス株式会社へ移行したため、４月から８月までの健康

　コーポレーション株式会社としての実績計数に、９月以降の健康ホールディングス株式会社として

　の計数を加えて予想計数としております。
　
　※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　　 業績の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不

   確実な要因に係る本資料の発表日現在おける仮定を前提としております。実際の業績等は、経済

   情勢、市場動向など様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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【定性的情報・財務諸表等】

１. 連結経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出を牽引力として大企業を中心に設備

　投資が拡大し景気は緩やかな回復過程をたどりましたが、米国経済のサブプライムローン問題

　に加え原油価格の値上げなどによる世界経済や金融資本市場の不確実性が残るほか、住宅投資

　の影響などから数年間続いた緩やかな拡大傾向から一転して景気の減速感が強まってまいりま

　した。健康食品業界においては、高齢化の進行や食生活の多様化、肥満や生活習慣病の増加な

　どを背景に、近年継続して市場拡大を続けている状況にあります。

　　こうした経営環境のもと、当社グループは、次のような経営ビジョンを掲げ、グループ運営

　を図ってまいりました。

　①人々が健やかで康らかな日々を送るために、食生活習慣の改善をはじめ心身ともに健康を

　増進できるような商品・サービス＝「健康関連事業」を通じ、自分自身の人生を楽しめるよう

　な世界を創造する。これを実現するための商品・サービスを地球上の健康を願う全ての人々に

　提供し続けられるような経営、事業活動を展開する。

　②当社経営、事業活動を通じて社会に対し貢献するための源泉となるものが事業活動から得

　られる利益でありこの貢献力を増大するために、利益を生む大本となる売上を最大化する必要

　があるとの認識にたち、「健康関連事業」をコア事業とし、最高の企業グループとなるよう持

　続的かつ永続的な経営努力を推し進める。

　　これらを踏まえ、当社グループは前連結会計年度に引き続き、健康関連事業をコア事業に据

　え販売拡大並びに商品開発に注力いたすとともに、グループ化した企業の育成に努め、グルー

　プとしての連携を強化し、経営効率を高めて事業間の相乗効果を追求し、グループ全体の統制

　を強化することで総合力を発揮すべく努めてまいりました。

　　このような経営方針に基づき、当第３四半期連結会計期間において、当社グループコア事業

　であります健康関連事業におきましては、従来のダイレクトセールスの展開に加え、グループ

　企業の既存チャネル等を活用した卸売販売の拡充に注力し、併せて新商品開発の取り組み強化

　を図ってまいりました。

　　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高は12,398百万円となりました。

　健康関連事業における主力商品であるカロリーコントロール用健康食品の平成19年度第１四半

　期以降の売上の落ち込みを挽回すべく対応を図ってまいりましたが、一方で在庫廃棄に伴う費

　用を主因に売上原価が増加したことから、営業損失が△71百万円、経常損失は△123百万円、

　最終利益につきましては、のれん償却額308百万円を計上したため、474百万円の四半期純損失

　となりました。
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２．連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債および純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は8,861百万円となり、前連結会計期間末の7,316百万

　円と比べ1,544百万円の増加となりました。これは、主に有形固定資産の1,186百万円、投資そ

　の他の資産318百万円増加となったことによるものであります。

　　一方、当第３四半期連結会計期間末の負債は8,180百万円となり、前連結会計期間末の6,103

　百万円と比べ2,076百万円の増加となりました。これは、主に短期借入金1,344百万円、長期借

　入金559百万円増加となったことによるものであります。

　　純資産は、利益剰余金等の減少により681百万円となりました。

② キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金および現金同等物（以下「資金」という。）の期末

　残高は1,230百万円となりました。当第３四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの

　状況とそれらの要因は以下の通りであります。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第３四半期連結会計期間において、営業活動による資金の増加（減少）は△978百万円

    となりました。

　　　主な内訳としては、当第３四半期利益の減少、未払金の減少、法人税の支払であります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第３四半期連結会計期間において、投資活動による資金の増加（減少）は△2,108百万

　　円となりました。

　　　主な内訳としては、新規連結子会社の株式取得による支出であります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第３四半期連結会計期間において、財務活動による資金の増加（減少）は1,917百万円

　　となりました。

　　　主な内訳としては短期借入金、長期借入金の増加であります。

　

３．業績予想に関する定性的情報

　平成20年３月期の連結業績見通しに関しては、平成19年12月20日に修正後業績予想を公表し

　ておりますが、当第３四半期までの動向等を踏まえ、本日（平成20年３月26日）公表の「業績

　予想の修正に関するお知らせ」のとおり修正しております。

　　なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき当社で判断したも

　のであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値とは異なる可能性がありま

　す。

　

４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　新規２社（Kenkou USA,Inc. ㈱弘乳舎）

　　除外１社（健康パートナーズ㈱）

(2) 会計処理の方法における簡便な方法の採用

　　該当事項はありません。

(3) 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更

　　法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成19年４月１日以降に取得した有形固定

　　資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　　　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。
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５ 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

　

区分
注記

番号

前第３四半期連結会計期間末

(　平成18年12月31日現在　)

当第３四半期連結会計期間末

(　平成19年12月31日現在　)

前連結会計年度末

(　平成19年３月31日現在　)

金額(千円)
構成比

(％) 金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 ※２ 　 2,112,342 　 　 1,281,733 　 　 2,386,667 　

　２　受取手形及び売掛金 ※4,5 　 1,260,567 　 　 1,656,190 　 　 1,337,127 　

　３　たな卸資産　 　 　 816,063 　 　 1,726,410 　 　 1,116,939 　

　４　繰延税金資産　 　 　 42,856 　 　 130,732 　 　 45,121 　

　５　その他 　 　 238,207 　 　 242,618 　 　 353,960 　

　　　貸倒引当金　 　 　 △ 10,703 　 　 △ 25,022 　 　 △ 12,302 　

　　　流動資産合計 　 　 4,459,334 77.5 　 5,012,662 56.6 　 5,227,513 71.4

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 ※１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 土地 ※２ 310,238 　 　 1,173,852 　 　 267,752 　 　

　　(2) その他 ※２ 156,136 　 　 690,430 　 　 409,914 　 　

　　　有形固定資産合計 　 　 466,375 8.1 　 1,864,283 21.0 　 677,666 9.3

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) のれん 　 　 482,304 　 　 1,266,836 　 　 1,001,842 　

　　(2) その他　　 　 　 4,720 　 　 19,672 　 　 30,115 　

　　　無形固定資産合計 　 　 487,024 8.5 　 1,286,509 14.5 　 1,031,957 14.1

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券　　 ※２ 　 121,285 　 　 160,139 　 　 146,795 　

　　(2) 投資不動産　　 　 　 ─ 　 　 391,678 　 　 114,332 　

　　(3) 繰延税金資産　　 　 　 779 　 　 5,543 　 　 6,166 　

　　(4) その他　　 　 　 219,167 　 　 157,868 　 　 112,483 　

　　　貸倒引当金 　 　 ─ 　 　 △ 10,674 　 　 △ 352 　

　　　投資損失引当金 　 　 ─ 　 　 △ 6,937 　 　 ─ 　

　　　投資その他の資産合計 　 　 341,232 5.9 　 697,618 7.9 　 379,426 5.2

　　　固定資産合計 　 　 1,294,633 22.5 　 3,848,411 43.4 　 2,089,050 28.6

　　　資産合計 　 　 5,753,967 100.0 　 8,861,074 100.0 　 7,316,563 100.0
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区分
注記

番号

前第３四半期連結会計期間末

(　平成18年12月31日現在　)

当第３四半期連結会計期間末

(　平成19年12月31日現在　)

前連結会計年度末

(　平成19年３月31日現在　)

金額(千円)
構成比

(％) 金額(千円)
構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払手形及び買掛金　 ※５ 　 352,646 　 　 664,744 　 　 569,582 　

　２　短期借入金 ※２ 　 1,137,213 　 　 2,967,515 　 　 1,955,075 　

　３　一年内返済予定

　　　長期借入金
※２ 　 592,348 　 　 1,132,916 　 　 800,796 　

　４　一年内償還予定

　　　社債
　 　 ─ 　 　 50,000 　 　 ― 　

　５　未払金 　 　 894,916 　 　 307,283 　 　 577,557 　

　６　未払法人税等 　 　 246,514 　 　 82,399 　 　 306,516 　

　７　賞与引当金 　 　 9,480 　 　 36,154 　 　 13,397 　

　８　ポイント引当金 　 　 25,296 　 　 3,654 　 　 8,344 　

　９　返品引当金 　 　 23,217 　 　 8,450 　 　 22,405 　

  10　その他 　 　 43,139 　 　 211,679 　 　 220,502 　

　　　流動負債合計 　 　 3,324,774 57.8 　 5,464,797 61.7 　 4,474,178 61.1

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　社債 　 　 ─ 　 　 ─ 　 　 50,000 　

　２　長期借入金 ※２ 　 1,275,397 　 　 2,137,769 　 　 1,578,330 　

　３　役員退職慰労金引当金 　 　 ─ 　 　 14,771 　 　 ─ 　

　４　退職給付引当金 　 　 ─ 　 　 344,390 　 　 ─ 　

　５　繰延税金負債 　 　 ─ 　 　 207,600 　 　 46 　

　６　その他 　 　 ─ 　 　 10,680 　 　 759 　

　　　固定負債合計 　 　 1,275,397 22.1 　 2,715,210 30.6 　 1,629,135 22.3

　　　負債合計 　 　 4,600,172 79.9 　 8,180,008 92.3 　 6,103,313 83.4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 101,610 　 　 102,152 　 　 101,610 　

　２　資本剰余金 　 　 118,326 　 　 118,326 　 　 118,326 　

　３　利益剰余金 　 　 471,328 　 　 22,860 　 　 519,750 　

　　　株主資本合計 　 　 691,264 12.0 　 243,339 2.7 　 739,686 10.1

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券

　　　評価差額金
　 　 △ 1,053 　 　 △ 11,838 　 　 △ 276 　

　２　為替換算調整勘定 　 　 ─ 　 　 △ 255 　 　 ─ 　

　　　評価・換算差額等合計 　 　 △ 1,053 0.0 　 △ 12,094 △0.1 　 △ 276 △0.0

Ⅲ　少数株主持分 　 　 463,584 8.1 　 449,820 5.1 　 473,839 6.5

　　　純資産合計 　 　 1,153,794 20.1 　 681,065 7.7 　 1,213,249 16.6

　　　負債純資産合計 　 　 5,753,967 100.0 　 8,861,074 100.0 　 7,316,563 100.0
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(2) 四半期連結損益計算書

　

区分
注記

番号

前第３四半期連結会計期間

(自　平成18年４月１日

  至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成19年４月１日

  至　平成19年12月31日)

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日

  至　平成19年３月31日)

金額(千円)
百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)

Ⅰ　売上高 　 　 7,069,490 100.0 　 12,398,459 100.0 　 10,701,957 100.0

Ⅱ　売上原価 　 　 827,541 11.7 　 6,160,638 49.7 　 2,044,810 19.1

　　　売上総利益 　 　 6,241,948 88.3 　 6,237,820 50.3 　 8,657,147 80.9

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 5,693,813 80.5 　 6,308,968 50.9 　 7,977,204 74.5

　　　営業利益又は

　　　営業損失(△)
　 　 548,135 7.8 　 △ 71,148 △0.6 　 679,942 6.4

Ⅳ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息及び配当金　 　 45 　 　 4,328 　 　 1,574 　 　

　２　受取賃料 　 483 　 　 10,393 　 　 2,483 　 　

　３　その他 　 663 1,192 0.0 20,410 35,132 0.3 2,263 6,320 0.1

Ⅴ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 1,735 　 　 60,478 　 　 12,064 　 　

　２　株式公開準備費用　 　 5,410 　 　 ─ 　 　 5,411 　 　

　３　株式交付費 　 5,860 　 　 ─ 　 　 5,860 　 　

　４　貸倒引当金繰入額 　 ─ 　 　 8,500 　 　 ─ 　 　

　５　その他 　 842 13,848 0.2 18,604 87,582 0.7 2,900 26,237 0.3

　 経常利益又は

   経常損失(△)
　 　 535,479 7.6 　 △ 123,598 △1.0 　 660,026 6.2

Ⅵ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　貸倒引当金戻入益　 　 1,407 　 　 208 　 　 5,153 　 　

　２　賞与引当金戻入益　 　 ─ 　 　 679 　 　 ─ 　 　

　３　固定資産売却益　 ※１ ─ 　 　 4,779 　 　 286 　 　

　４　投資有価証券売却益　 　 ─ 　 　 ─ 　 　 429 　 　

　５　ポイント引当金戻入

　　　益
　 ─ 1,407 0.0 2,412 8,080 0.1 10,962 16,832 0.1

Ⅶ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　前期損益修正損 　 ─ 　 　 ─ 　 　 1,826 　 　

　２　固定資産除却損 ※２ ─ 　 　 5,661 　 　 ─ 　 　

　３　投資有価証券評価損 　 ─ 　 　 655 　 　 ─ 　 　

　４　本社移転費用　 　 2,168 　 　 ─ 　 　 2,168 　 　

　５　減損損失　 ※３ ─ 　 　 22,651 　 　 12,524 　 　

　６　のれん償却額 　 ─ 　 　 308,399 　 　 ─ 　 　

　７　保険解約損　 　 ─ 　 　 ─ 　 　 2,750 　 　

　８　投資損失引当金繰入

　　　額
　 ─ 　 　 6,937 　 　 ─ 　 　

　９　投資有価証券売却損 　 ─ 　 　 120 　 　 ─ 　 　

　10　過年度返品

　　　引当金繰入額
　 6,216 8,385 0.1 ─ 344,426 2.8 6,216 25,486 0.2

　　　税金等調整前四半期

　　　(当期)純利益又は四

　　　半期純損失(△)

　 　 528,501 7.5 　 △ 459,945 △3.7 　 651,372 6.1

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 239,968 　 　 112,309 　 　 298,330 　 　

　　　法人税等調整額 　 △ 21,303 218,836 3.1 △ 118,122 △ 5,812 △0.0 △ 15,471 282,858 2.7

　　　少数株主損益 　 　 ─ ─ 　 20,513 △0.1 　 10,255 0.1

　　　四半期(当期)純利益

　　　又は四半期純損失

　　　(△)

　 　 309,836 4.4 　 △ 474,645 △3.8 　 358,258 3.3
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(3) 四半期連結株主資本等変動計算書

前第３四半期連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日)

　

　

株主資本
評価・換算

差額等

少数株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

平成18年３月31日残高(千円) 11,000 ─ 161,491 172,491 ─ ─ 172,491

四半期連結会計期間中の変動額

(千円)
　 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 90,610 118,326 ─ 208,936 ─ ─ 208,936

　四半期純利益 ─ ─ 309,836 309,836 ─ ─ 309,836

　株主資本以外の項目の

　四半期連結会計期間中の変

　動額(純額)

─ ─ ─ ─ △1,053 463,584 462,530

四半期連結会計期間中の変動額合

計(千円)
90,610 118,326 309,836 518,772 △1,053 463,584 981,302

平成18年12月31日残高(千円) 101,610 118,326 471,328 691,264 △1,053 463,584 1,153,794
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当第３四半期連結会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日)

　

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) 101,610 118,326 519,750 739,686

四半期連結会計期間中の

変動額（千円）
　 　 　 　

　新株の発行 542 ─ ─ 542

　四半期純損失 ─ ─ △474,645 △474,645

　連結範囲の変更による減少 ─ ─ △16,463 △16,463

　連結子会社の決算期の変更に

　よる減少
─ ─ △5,781 △5,781

　株主資本以外の項目の

　四半期連結会計期間中の変動額

　(純額)

─ ─ ─ ─

四半期連結会計期間中の変動額合計

(千円)
542 ─

　

△496,889
△496,347

平成19年12月31日残高(千円) 102,152 118,326 22,860 243,339

　

　

評価・換算差額等
少数株主
持分

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等合計

平成19年３月31日残高(千円) △276 ─ △276 473,839 1,213,249

第３四半期連結会計年度中の
変動額(千円）

　 　 　 　 　

　新株の発行 ─ ─ ─ ─ 542

　四半期純損失 ─ ─ ─ ─ △474,645

　連結範囲の変更による減少 ─ ─ ─ ─ △16,463

　連結子会社の決算期の変更に
　よる減少

─ ─ ─ ─ △5,781

　株主資本以外の項目の
　四半期連結会計年度中の
　変動額(純額)

△11,562 △255 △11,817 △24,018 △35,836

四半期連結会計年度中の
変動額合計(千円)

△11,562 △255 △11,817 △24,018 △532,183

平成19年12月31日残高(千円) △11,838 △255 △12,094 449,820 681,065
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前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　

　

株主資本
評価・換算

差額等

少数株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

平成18年３月31日残高(千円) 11,000 ─ 161,491 172,491 ─ ─ 172,491

連結会計期間中の変動額 　 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 90,610 118,326 ─ 208,936 ─ ─ 208,936

　当期純利益 ─ ─ 358,258 358,258 ─ ─ 358,258

　株主資本以外の項目の

　連結会計期間中の変動額

　(純額)

─ ─ ─ ─ △276 473,839 473,563

連結会計期間中の変動額合計

(千円)
90,610 118,326 358,258 567,194 △276 473,839 1,040,757

平成19年３月31日残高(千円) 101,610 118,326 519,750 739,686 △276 473,839 1,213,249
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(4) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　 　

前第３四半期連結会計期間

(自　平成18年４月１日

　至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成19年４月１日

　至　平成19年12月31日)

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日

　至　平成19年３月31日)

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　　　税金等調整前四半期(当期)純利

　　　益又は四半期純損失(△)
　 528,501 △ 459,945 651,372

　　　減価償却費 　 3,972 96,875 30,369

　　　のれん償却額 　 ─ 392,987 ─

　　　長期前払費用償却費 　 1,679 2,571 3,101

　　　貸倒引当金の増減額(△は減少) 　 △1,407 10,572 △ 5,153

　　　固定資産売却益 　 ─ △ 4,779 △ 286

　　　投資有価証券売却益 　 ─ △ 837 △ 429

　　　受取利息及び受取配当金 　 △45 △ 4,328 △ 1,574

　　　支払利息 　 1,735 60,478 12,064

　　　売上債権の増加額 　 △524,818 100,014 △ 314,397

　　　たな卸資産の増減額(△は増加) 　 △299,612 △ 295,449 △ 215,680

　　　仕入債務の増減額(△は減少) 　 108,748 △ 88,044 159,838

　　　未払金の増減額(△は減少) 　 578,823 △ 294,077 258,057

　　　賞与引当金の増減額(△は減少) 　 △2,369 △ 47,198 △ 5,489

　　　返品引当金の増減額(△は減少) 　 23,217 △ 13,955 22,405

　　　ポイント引当金の増減額

　　　(△は減少)
　 ─ △ 4,689 △ 16,952

　　　その他 　 △55,730 △ 57,627 △ 93,384

　　　　小計 　 362,695 △ 607,432 483,861

　　　利息及び配当金の受取額 　 45 5,330 1,574

　　　利息の支払額 　 △4,363 △ 74,610 △ 14,345

　　　法人税等の支払額 　 △65,167 △ 329,585 △ 26,506

　　　法人税等の還付額 　 ─ 27,842 ─

　　営業活動による

　　キャッシュ・フロー
　 293,209 △ 978,456 444,583

Ⅱ　投資活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　　　定期預金の払戻による収入 　 ─ 455,301 ─

　　　定期預金の預入による支出 　 ─ △ 221,061 △ 134,334

　　　有形固定資産の取得による支出 　 △12,373 △ 168,450 △ 97,972

　　　無形固定資産の取得による支出 　 △2,255 △ 11,655 △ 27,228

　　　投資有価証券の取得による支出 　 △42,636 △ 3,650 △ 46,424

　　　投資不動産の売却による収入 　 ─ 156,517 ─

　　　子会社株式の追加取得による

　　　支出
　 ─ △ 52,000 △ 32,636

　　　新規連結子会社の取得による

　　　支出
※２ △113,713 △ 2,260,537 △ 442,749

　　　短期貸付金の回収による収入 　 ─ 1,469 ─

　　　短期貸付金の貸付による支出 　 ─ △ 17,213 75,187

　　　その他 　 △2,705 12,638 94,930

　　投資活動による

　　キャッシュ・フロー
　 △173,682 △ 2,108,641 △ 611,227

Ⅲ　財務活動による

　　キャッシュ・フロー
　 　 　 　

　　　短期借入金の純増減額 　 533,600 1,125,190 864,234

　　　長期借入れによる収入 　 1,066,400 1,874,600 2,348,600

　　　長期借入金の返済による支出 　 ─ △ 982,811 △ 1,184,187

　　　株式の発行による収入 　 205,560 542 203,075

　　　社債の償還による支出 　 ─ △ 100,000 ─

　　財務活動による

　　キャッシュ・フロー
　 1,805,560 1,917,521 2,231,722

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算

　　差額
　 ─ △ 229 ─

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額 　 1,925,087 △ 1,169,805 2,065,078

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 　 187,254 2,252,333 187,254

Ⅶ　連結子会社の増加による資金の

　　増加
　 ─ 7,086 ─

Ⅷ　連結子会社の決算期変更による

　　資金の増加
　 ─ 141,081 ─

Ⅸ　現金及び現金同等物の

　　四半期末(期末)残高
　 2,112,342 1,230,695 2,252,333
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(5) 注記事項

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年3月31日)

１ 連結の範囲に関する事項

(１) 連結子会社の数及び名称

　連結子会社の数　４社

　　連結子会社の名称

　　健康パートナーズ株式会社

　  健康パートナーズ株式会社は

  平成18年10月31日の設立に伴い

  平成19年３月期第３四半期連結

  会計期間より連結子会社となり

  ました。

　　健康アグリマリーンゲート株

　　式会社

　　健康アグリマリーンゲート株

　式会社は平成18年11月15日の設

　立に伴い平成19年３月期第３四

　半期連結会計期間より連結子会

　社となりました。

　　株式会社丸主中柏水産

　　株式会社丸主中柏水産は平成

　18年12月12日の株式取得に伴い

　平成19年３月期第３四半期連結

　会計期間より連結子会社となり

　ました。

　　なお、みなし取得日を当第３

　四半期連結会計期間末日として

　いるため、当第３四半期連結会

　計期間は貸借対照表のみ連結し

　ております。

　　株式会社アクディア

　　株式会社アクディアは平成18

　年12月25日の株式取得に伴い平

　成19年３月期第３四半期連結会

　計期間より連結子会社となりま

　した。なお、みなし取得日を当

　第３四半期連結会計期間末日と

　しているため、当第３四半期連

　結会計期間は貸借対照表のみ連

　結しております。

１ 連結の範囲に関する事項

(１) 連結子会社の数及び名称

　連結子会社の数　10社

　連結子会社の名称

　　株式会社ピーズ

　　株式会社マルヌシ

　　株式会社アクディア

　　株式会社ジャパンギャルズ

　　有限会社マイクロシステム

　　システムパーツ株式会社

　　株式会社ラピー

　　KenKou　USA，Inc．

　　　KenKou　USA，Inc．は重要

　　性が増したため当第３四半期

　　連結会 計期間より連結子会

　　社としております。

　　健康コーポレーション株式会社

　　　健康コーポレーション株式

　　会社は平成19年９月１日の新

　　設分割に伴い当第３四半期連

　　結会計期間より連結子会社と

　　なりました。

　　株式会社弘乳舎

　　  株式会社弘乳舎は平成19年

　  ７月６日の株式取得に伴い当

    第３四半期連結会計期間より

　　連結子会社となりました。

　
　　　また、前連結会計年度まで

　　連結子会社でありました健康

　　パートナーズ株式会社および

　　健康アグリマリーンゲート株

　　式会社は、平成19年５月28日

　　に当社が吸収合併（簡易合

　　併・略式合併）しておりま

　　す。

１ 連結の範囲に関する事項

（１）連結子会社の数及び名称

   連結子会社の数　９社

　　 連結子会社の名称

　　 健康パートナーズ株式会社

　   健康パートナーズ株式会社は

   平成18年10月31日の設立に伴い

   当連結会年度より連結子会社と

   なりました。

     健康アグリマリーンゲート株

     式会社

　   健康アグリマリーンゲート株

   式会社は平成18年11月15日の設

   立に伴い当連結会計年度より連

   結子会社となりました。

     株式会社ピーズ

　   株式会社ピーズは平成18年11

   月15日の設立に伴い当連結会計

   年度より連結子会社となりまし

   た。

     株式会社マルヌシ

　   株式会社マルヌシは平成18年

   12月12日の株式取得に伴い当連

   結会計年度の第３四半期期末よ

   り連結子会社となりました。

      株式会社アクディア

　    株式会社アクディアは平成

    18年12月25日の株式取得に伴

    い当連結会計年度の第３四半

    期期末より連結子会社となり

    ました。

      株式会社ジャパンギャルズ

　    株式会社ジャパンギャルズ

    は平成19年１月23日の株式取

    得に伴い当連結会計年度より

    連結子会社となりました。　　

　    なお、みなし取得日を当連

    結会計年度末日としているた

    め、当連結会計年度は貸借対

    照表のみを連結しておりま

    す。

　
健康ホールディングス㈱(2928)

平成20年３月期第３四半期財務・業績の概況

　

― 12 ―



前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年3月31日)

　　 

　   

　

　　

　

　   
　

　

　　　有限会社マイクロシステム

　    株式会社ジャパンギャルズ

    の子会社である有限会社マイ

    クロシステムは、株式会社ジ

    ャパンギャルズの連結子会社

    化に伴い、当連結会計年度よ

    り連結子会社に含めておりま

    す。

　    なお、みなし取得日を当連

    結会計年度末日としているた

    め、当連結会計年度は貸借対

    照表のみを連結しておりま

    す。

      システムパーツ株式会社

　    システムパーツ株式会社は

    平成19年３月９日の株式取得

    に伴い当連結会計年度より連

    結子会社となりました。

　    なお、みなし取得日を当連

    結会計年度末日としているた

    め、当連結会計年度は貸借対

    照表のみを連結しておりま

    す。

　
　　　　株式会社ラピー
　　株式会社ラピーは平成19年３

　月23日の株式取得に伴い当連結

　会計年度より連結子会社となり

　ました。

　　なお、みなし取得日を当連結

　会計年度末日としているため、

　当連結会計期間は貸借対照表の

　みを連結しております。

(２) 非連結子会社名

　健康ベーカリー株式会社

　健康アド株式会社

　株式会社ピーズ

　Kenkou Corporation,Inc.

　連結の範囲から除いた理由

　  非連結子会社の上記４社は小

　規模であり、総資産、売上高、

　四半期純損益（持分に見合う

　額）及び利益剰余金（持分に見

　合う額）は、いずれも四半期連

　結財務諸表に重要な影響を及ぼ

　していないため、連結の範囲か

　ら除外しております。

（２) 非連結子会社名   

　　健康ベーカリー株式会社   

　　健康アド株式会社   

　　　非連結子会社の上記２社は

　　小規模であり、総資産、売上

　　高、四半期純損益（持分に見

　　合う額）及び利益剰余金（持

　　分に見合う額）等は、いずれ

　　も四半期連結財務諸表に重要

　　な影響を及ぼしていないた

　　め、連結の範囲から除外して

　　おります。   

　(２)  非連結子会社名

　　　健康ベーカリー株式会社

　　　健康アド株式会社

　　　Kenkou USA,Inc.

　　　　非連結子会社の上記３社

　　　は小規模であり、総資産、

　　　売上高、当期純損益（持分

　　　に見合う額）及び利益剰余

　　  金（持分に見合う額）等

      は、いずれも連結財務諸表

　　　に重要な影響を及ぼしてい

　　　ないため、連結の範囲から

　　　除外しております。
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年3月31日)

２ 持分法の適用に関する事項

(１) 持分法適用の関連会社の数

　該当はありません。

(２) 持分法を適用しない非連結

     子会社

  健康ベーカリー株式会社

　健康アド株式会社

　株式会社ピーズ

　Kenkou Corporation,Inc.

　  非連結子会社の上記４社は小

　規 模であり、四半期純損益（持

　分に見合う額）及び利益剰余金

　（持分に見合う額）は、いずれ

　も四半期連結財務諸表に重要な

　影響を及ぼしていないため、持

　分法の適用範囲から除外してお

　ります。 

２ 持分法の適用に関する事項   

(１) 持分法適用の関連会社の数   

　　該当はありません。   

(２) 持分法を適用しない非連結

      子会社   

　　健康ベーカリー株式会社   

　　健康アド株式会社   

　　　非連結子会社の上記２社は

　　小規模であり、四半期純損益

　　（持分に見合う額）及び利益

　　剰余金（持分に見合う額）等

　　は、いずれも四半期連結財務

　　諸表に重要な影響を及ぼして

　　いないため、持分法の適用範

　　囲から除外しております。 

２ 持分法の適用に関する事項

(１)　持分法適用の関連会社の数

　　　該当はありません。

(２)　持分法を適用しない非連結

　　　子会社

　　　健康ベーカリー株式会社

　　　健康アド株式会社

　　　Kenkou USA,Inc.

　　　　非連結子会社の上記３社

　　　は小規模であり、当期純損

　　　益（持分に見合う額）及び

　　　利益剰余金（持分に見合う

　　　額）等は、いずれも連結財

　　　務諸表に重要な影響を及ぼ

　　　していないため、持分法の

　　　適用範囲から除外しており

　　　ます。

３ 連結子会社の第３四半期決算日

　 等に関する事項

　  連結子会社のうち株式会社丸

　主中柏水産の第３四半期決算日

　は11月30日であります。第３四

　半期連結財務諸表の作成に当た

　っては、第３四半期決算日現在

　の財務諸表を使用しておりま

　す。ただし、第３四半期連結決

　算日までの期間に発生した重要

　な取引については、連結上必要

　な調整を行っております。

　　連結子会社のうち株式会社ア

　クディアの第３四半期決算日は

　３月31日であります。第３四半

　期連結財務諸表の作成に当たっ

　て、第３四半期連結決算日現在

　で実施した仮決算に基づく第３

　四半期財務諸表を使用しており

　ます。

３ 連結子会社の第３四半期決算日

　 等に関する事項

　  連結子会社のうち株式会社マ

  ルヌシ、株式会社ジャパンギャ

  ルズ及び株式会社ラピーの第３

　四半期決算日は11月30日、並び

　に株式会社弘乳舎の第３四半期

　決算日は12月31日であります。

　　なお、株式会社弘乳舎は決算

　日を従来の12月31日から３月31

　日に変更しており、平成19年10

　月１日から平成19年12月31日の

　３ヶ月間財務諸表を使用してお

　ります。

  　第３四半期連結諸表の作成に

　当たっては、第３四半期決算日

　現在の財務諸表を使用しており

　ます。ただし、第３四半期連結

　決算日までの期間に発生した重

　要な取引については、連結上必

　要な調整を行っております。

　　連結子会社のうち有限会社マ

　イクロシステムの当第３四半期

　決算日は３月31日であります。

　第３四半期連結財務諸表の作成

　に当たって、11月30日現在で実

　施した仮決算に基づく財務諸表

　を使用しております。

３ 連結子会社の事業年度等に関す

　 る事項

　  連結子会社のうち株式会社マ

　ルヌシ、株式会社ジャパンギャ

　ルズ及び株式会社ラピーの決算

　日は２月28日であります。連結

　財務諸表の作成に当たっては、

　決算日現在の財務諸表を使用し

　ております。ただし、連結決算

　日までの期間に発生した重要な

　取引については、連結上必要な

　調整を行っております。

　　連結子会社のうち有限会社マ

　イクロシステムの決算日は６月

　30日であります。連結財務諸表

　の作成に当たって、２月28日現

　在で実施した仮決算に基づく財

　務諸表を使用しております。
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

４ 会計処理基準に関する事項

(１) 重要な資産の評価基準及び

　　 評価方法

　① 有価証券

　　 その他有価証券

     時価のあるもの

      四半期連結決算日の市場価

    格等に基づく時価法（評価差

    額 は全部純資産直入法により

    処理し、売却原価は移動平均

    法により算定）

　　 時価のないもの

　　移動平均法による原価法

　② たな卸資産

　　 製品、商品、原材料、仕掛品

   主として、総平均法による原価

   法

     貯蔵品

    最終仕入原価法  

４　会計処理基準に関する事項   

(１) 重要な資産の評価基準及び

　　 評価方法

　① 有価証券  

　　 その他有価証券  

　   時価のあるもの   

　    四半期連結決算日の市場価

　　格等に基づく時価法（評価差

　　額は全部純資産直入法により

　　処理し、売却原価は移動平均

　　法により算定） 

　   時価のないもの   

　　移動平均法による原価法   

　② たな卸資産

　   製品、商品、原材料、仕掛品

　 主として、総平均法による原価

   法

　   貯蔵品

　　最終仕入原価法

４　会計処理基準に関する事項

(１) 重要な資産の評価基準及び

　　 評価方法

　① 有価証券

     その他有価証券

　   時価のあるもの

　    決算期末日の市場価格等に

     基づく時価法（評価差額は全

     部純資産直入法により処理

     し、売却原価は移動平均法に

     より算定）

　   時価のないもの

　　　　同左

　② たな卸資産

　   製品、商品、原材料、仕掛品

　　　　同左

　
     貯蔵品

　　　　同左

　

　(２) 重要な減価償却資産の減価

     償却の方法

  ① 有形固定資産

     定率法を採用しております。

    ただし、平成10年４月１日以

  降に取得した建物（建物附属設

  備を除く）については定額法を

  採用しております。

　　なお、主な耐用年数は以下の

　とおりであります。

　
　建物及び構築物　　６年～50年

　機械装置及び運搬具２年～13年

　工具器具備品　　　２年～20年

　　　　

　(２) 重要な減価償却資産の減価

償却の方法

　① 有形固定資産

　　建物(建物附属設備を除く)

     イ)平成10年３月31日以前に

    取得したもの

　　   旧定率法

     ロ)平成10年４月１日以降に

    取得したもの

　   　旧定額法

     ハ)平成19年４月１日以降に

    取得したもの

　　   定額法

　 建物以外

     イ)平成19年３月31日以前に

    取得したもの

　　   旧定率法

     ロ)平成19年４月１日以降に

    取 得したもの

　　   定率法

　　 なお、主な耐用年数は以下の

    通りであります。

　
   建物及び構築物　　３年～50年

   機械装置及び運搬具２年～13年

   工具器具備品　　　２年～20年

　(２) 重要な減価償却資産の減価償

却の方法

　① 有形固定資産

　   定率法を採用しております。

    ただし、平成10年４月１日以

  降に取得した建物（建物附属設

  備を除く）については定額法を

  採用しております。

　  なお、主な耐用年数は以下の

  とおりであります。

　

　建物及び構築物　  ３年～50年

  機械装置及び運搬具２年～13年

  工具器具備品      ２年～20年
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　　　　　──────

　

　

　

　

　

　(会計方針の変更）

　法人税法の改正（所得税法等の一

部を改正する法律平成19年３月30日

法律第６号）及び（法人税法施行令

の一部を改正する政令平成19年３月

31日政令第83号）に伴い、平成19年

４月１日以降に取得したものについ

ては、改正後の法人税法に基づく方

法に変更しております。

　なお、当該変更が損益に与える影

響は軽微であります。

　（追加情報）

　平成19年３月31日以前に取得した

ものについては、償却可能限度額ま

で償却が終了した翌年から５年間で

均等償却する方法になります。　

　なお、当該変更が損益に与える影

響は軽微であります。

─────

　

　　　　

　

　　　　

　② 無形固定資産

　　自社利用のソフトウェアにつ

　いては、社内における見込利用

　可能期間（５年）に基づく定額

　法を採用しております。

　③ 長期前払費用

　　定額法を採用しております。

　② 無形固定資産

　　自社利用のソフトウェアにつ

  いては、社内における見込利用

  可能期間（５年）に基づく定額

  法を採用しております。

  ③ 長期前払費用

　　　　　　同左

　

　② 無形固定資産

　　　　　　同左

　

　

　

  ③ 長期前払費用

　　　　　　同左

(３) 重要な繰延資産の処理方法

   株式交付費は支払時に全額費用

 処理しております。

(３) 重要な繰延資産の処理方法

　　　　　　同左

(３) 重要な繰延資産の処理方法

　　　　　　同左
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

(４) 重要な引当金の計上基準

  ① 貸倒引当金

　　債権の貸倒による損失に備え

　るため、一般債権については貸

　倒実績率により、貸倒懸念債権

　等特定の債権については個別に

　回収可能性を勘案し、回収不能

　見込額を計上しております。

　② 賞与引当金

　　従業員の賞与の支給に備える

　ため、支給見込額に基づき計上

　しております。

  ③　　　 ―――――

　

　

　

　

  ④　　　 ―――――

　

　

　

　

　

  ⑤ 　　  ―――――

　
　

(４) 重要な引当金の計上基準   

　① 貸倒引当金   

　　　　　　同左

　

　

　

　

　

　② 賞与引当金   

　　　　　　同左

　

　
　③ 退職給付引当金   

　　従業員の退職給付に備えるた

  め、当第３四半期連結会計期間

　末における退職給付債務の見込

　額に基づき計上しております。

　④ 役員退職慰労金引当金

　　役員の退職慰労金の支出に備

  えるため、役員退職慰労金規程

  に基づく当第３四半期連結会計

　期間末要支給額を計上しており

　ます。

　⑤ 投資損失引当金

　　子会社等への投資に係る損失

  に備えるため、当該会社の財政

  状態等を勘案して必要額を計上

  しております。

　 （追加情報）

　　実質価額が著しく低下したも

  のの回復可能性が見込めると判

  断した子会社株式等につき将来

　の予測に不確実な要因があるた

  め、財務健全性の観点から投資

  損失引当金6,937千円を計上する

　こととしたものであります。

　

(４) 重要な引当金の計上基準

　① 貸倒引当金

　　　同左

　

　

　　　　　　　　

　

　

  ② 賞与引当金

　　　　　　　同左

　

　

　③　　　 ―――――

　

　

　

　

　④　　　 ―――――

　

　

　

　

　⑤ 　　  ―――――

　⑥ ポイント引当金   

　　連結子会社の顧客会員に付与

　したポイントの還元サービスに

　備えるため、当第３四半期連結

　会計期間末において将来使用さ

　れると見込まれる額を計上して

　おります。

　⑦ 返品引当金   

    返品による損失に備えるた

　め、過去の実績を基準として算

　出した見積額を計上しておりま

　す。

　⑥ ポイント引当金   

　　　　　　同左

   

  ⑦ 返品引当金   

　  　　　　同左

　⑥ ポイント引当金

　  連結子会社の顧客会員に付与

  し たポイントの還元サービスに

  備えるため、当連結会計年度末

  において将来使用されると見込

  まれる額を計上しております。

　

　⑦ 返品引当金

　　　　　　同左
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
　至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

(５) 重要な外貨建の資産又は負債

    の本邦通貨への換算の基準    

─────

(５) 重要な外貨建の資産又は負債

    の本邦通貨への換算の基準   

　   外貨建金銭債権債務は、四半

　 期連結決算日の直物為替相場に

   より円貨に換算し、換算差額は

   損益として処理しております。

     なお、在外子会社等の資産及

   び負債は、四半期決算日の直物

   為替相場により円貨に換算し、

   収益及び費用は期中平均相場に

   より円貨に換算し、換算差額は

   純資産の部における為替換算調

   整勘定に含めて計上しておりま

   す。   

(５) 重要な外貨建の資産又は負債

     の本邦通貨への換算の基準   

   　　   ─────

　　　　　　　　　

(６) 重要なリース取引の処理方

     法  

─────

　

　

　

　

　

(７) その他四半期連結財務諸表作

　　成のための重要な事項   

　　 消費税等の会計処理

　　   消費税及び地方消費税の会

　   計処理は、税抜方式によって

     おります。

(６) 重要なリース取引の処理方

     法  

　   リース物件の所有権が借主に

   移転すると認められるもの以外

   のファイナンス・リース取引に

   ついては、通常の賃貸借取引に

　 係る方法に準じた会計処理によ

   っております。

(７) その他四半期連結財務諸表作

   成のための重要な事項   

　　　　　　同左

　

(６) 重要なリース取引の処理方

     法  

　　　　　　同左

　

　　　　　　　

　
　
　
　
(７) その他連結財務諸表作成のた

     めの重要な事項   

　　　　　　同左

５ 四半期連結キャッシュ・フロー

　 計算書における資金の範囲

   　手許現金、要求払預金及び取

　 得日から３ヶ月以内に満期日の

　 到来する流動性の高い、容易に

　 換金可能であり、かつ、価値の

　 変動について僅少なリスクしか

　 負わない短期的な投資からなっ

　 ております。

　

５ 四半期連結キャッシュ・フロー

   計算書における資金の範囲

　　　　　同左

　

５ 連結キャッシュ・フロー

　 計算書における資金の範囲

　　　　　同左
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注記事項

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前第３四半期連結会計期間末
(平成18年12月31日現在)

当第３四半期連結会計期間末
(平成19年12月31日現在)

前連結会計年度末
(平成19年３月31日現在)

※１　有形固定資産の減価償却累

　　計額

減価償却累計額 472,792千円

※１　有形固定資産の減価償却累

　　計額

減価償却累計額 3,390,585千円

※１　有形固定資産の減価償却累

　　計額

減価償却累計額 885,843千円
　

※２　担保に供している資産及びこ

れに対応する債務は次のとおりであ

ります。

（1）担保に供している資産
    （帳簿価額）

現金及び預金 8,000千円

投資有価証券 51,092千円

その他(投資その他
の資産)

28,670千円

土地 296,834千円

　　　　計 384,597千円
　
（2）上記に対応する債務

短期借入金 1,080,000千円

長期借入金 172,840千円

　　　　計 1,252,840千円

　

※２　担保に供している資産及びこ

れに対応する債務は次のとおりであ

ります。

（1）担保に供している資産
    （帳簿価額）

現金及び預金 22,028千円

建物 114,345千円

土地 952,326千円

　　　　計 1,088,700千円
　
（2）上記に対応する債務

短期借入金 250,000千円

1年以内返済予定長
期借入金

52,780千円

長期借入金 118,520千円

　　　　計 421,300千円

　また、提出会社の長期借入金

1,594,400千円(うち、一年以内返済

予定長期借入金477,600千円)の担保

の一部として、連結上相殺消去され

ている関係会社株式（子会社株式）

1,031,790千円を差し入れておりま

す。

※２　担保に供している資産及びこ

れに対応する債務は次のとおりであ

ります。

（1）担保に供している資産
    （帳簿価額）

現金及び預金 22,008千円

投資有価証券 56,247千円

その他
(有形固定資産)

88,092千円

土地 117,425千円

　　　　計 283,774千円
　
（2）上記に対応する債務

短期借入金 100,000千円

1年以内返済予定長
期借入金

3,440千円

長期借入金 57,700千円

　　　　計 161,140千円
　

　３　　　　────

　

　３　　　　────

　

３　偶発債務

　連結子会社以外の会社の金融機関

からの借入金に対して、次のとおり

債務保証を行っております。

丸重宇部商店
株式会社

20,000千円

　　　　計 20,000千円
　

※４　手形割引高

　　　　　─────
　

※４　手形割引高

受取手形割引高 56,336千円

※４　手形割引高

受取手形割引高 29,460千円
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前第３四半期連結会計期間末
(平成18年12月31日現在)

当第３四半期連結会計期間末
(平成19年12月31日現在)

前連結会計年度末
(平成19年３月31日現在)

※５　　　─────

　

※５　当第３四半期日満期手形の会

計処理については、手形交換日をも

って決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間

末日が金融機関の休日であったた

め、次の期末日満期手形が、期末残

高に含まれております。

受取手形 11,544千円

支払手形 12,391千円
　

※５　期末日満期手形の会計処理に

ついては、手形交換日をもって決済

処理しております。

　なお、当連結会計年度末日が金融

機関の休日であったため、次の期末

日満期手形が、期末残高に含まれて

おります。

受取手形 399千円
　

６　当社は、資金調達の機動性を高

めるため、取引銀行と当座貸越契約

を締結しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間

末における当融資枠に基づく借入の

実行状況は次のとおりであります。

当座貸越限度額 1,300,000千円

借入実行高 ─　　千円

　　　差引額 1,300,000千円
　

６　当社は、資金調達の機動性を高

めるため、取引銀行と当座貸越契約

を締結しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間

末における当融資枠に基づく借入の

実行状況は次のとおりであります。

当座貸越限度額 2,120,000千円

借入実行高 1,645,315千円

　　　差引額 474,684千円

６　当社は、資金調達の機動性を高

めるため、取引銀行と当座貸越契約

を締結しております。

　なお、当連結会計年度末における

当融資枠に基づく借入の実行状況は

次のとおりであります。

当座貸越限度額 2,555,000千円

借入実行高 1,689,825千円

　　　差引額 865,174千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

※１　

　　　　　　────

　

※１　固定資産売却益の内訳は次

　　　のとおりであります。

その他
（有形固定資産）

4,779千円

※１　固定資産売却益の内訳は次

　　　のとおりであります。

その他
(有形固定資産)

286千円

※２　

────

　

※２　固定資産除却損の内訳は次の

とおりであります。

その他 3,566千円

（有形固定資産） 　

その他
(無形固定資産)

2,040千円

計 5,661千円

　

※２　

────

　

※３　

────

　

※３　減損損失

　当社グループは、以下の資産グル

ープについて減損損失を計上しまし

た。

用
途

種
類

場所 その他

─
の
れ
ん

東京都新宿区

当該資産は
株式会社ア
クディアの
営業権であ
ります。

　連結子会社である株式会社アクデ

ィアが保有するのれんについて、帳

簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失22,651千円と

して特別損失に計上しております。

これは事業計画において想定してい

た収益が見込めなくなったことによ

るものであります。

　回収可能価額の算定に当たって

は、使用価値を零として、減損損失

を測定しております。

　

※３　減損損失

　当社グループは、以下の資産グル

ープについて減損損失を計上しまし

た。

用
途

種
類

場所 その他

遊
休
資
産

建
物
土
地

青森県
　八戸市、
北海道
小樽市

当該資産は
株式会社マ
ルヌシの遊
休土地及び
遊休建物で
あります。

　当社グループは原則として事業別

にグルーピングを行い、遊休資産に

ついては個々の物件を単位としてお

ります。

　減損損失の内訳は、建物293千円、

土地12,231千円であります。

　なお、当資産グループの回収可能

価額は正味売却価額により測定して

おり、建物、土地については固定資

産税評価額により評価しておりま

す。
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(四半期連結株主資本等変動計算書関係)

   前第３四半期連結会計期間(自　平成18年４月１日 至　平成18年12月31日)

 １.　発行済株式に関する事項

　
前連結会計年度末

増加 減少

当第３四半期連結
会計期間末

株式数　(株) 株式数　(株)

普通株式 54,300 237,700 ─ 292,000

　
（注）１．平成18年５月29日付公募増資により発行した株式数　　　　　　　　　　　4,100株

　　　２．平成18年10月１日付株式分割（１株につき５株）により発行した株式数　233,600株

　　　３．自己株式については、該当事項はありません。

　

 ２.　新株予約権等に関する事項

　　　  該当事項はありません。

　

 ３.　配当に関する事項

　　　  該当事項はありません。

　

　　当第３四半期連結会計期間(自　平成19年４月１日 至　平成19年12月31日)

　１.　発行済株式に関する事項

　
前連結会計年度末

増加 減少

当第３四半期連結
会計期間末

株式数　(株) 株式数　(株)

普通株式 292,000 8,100 ─ 300,100

　　（変動事由の概要）　　　　　　　　　　　

　　　　増加数の主な内訳は、次の通りであります。

　　　　　　　平成19年４月６日付新株予約権行使による増加　　　8,100株

　

　２．自己株式に関する事項

　　　　 該当事項はありません。

　３.　新株予約権等に関する事項

         該当事項はありません。

　

　４.　配当に関する事項

　　　   該当事項はありません。

　

  　前年度連結会計期間(自　平成18年４月１日 至　平成19年３月31日)

　１． 発行済株式に関する事項

　
前連結会計年度末

増加 減少
当連結会計期間末

株式数　(株) 株式数　(株)

普通株式 54,300 237,700 ─ 292,000

 　（変動事由の概要）

　　　増加数の主な内訳は、次の通りであります。

　　　１．平成18年５月29日付公募増資により発行した株式数　　　　　　　　　　　4,100株

　　　２．平成18年10月１日付株式分割（１株につき５株）により発行した株式数　233,600株

　

　２．自己株式に関する事項

         該当事項はありません。
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　３.　新株予約権等に関する事項

　　　   該当事項はありません。

　

　４.　配当に関する事項

　　　   該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

※１　現金及び現金同等物の第３四

半期期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額

との関係

現金及び預
金勘定

2,112,342千円

現金及び現
金同等物

2,112,342千円

　

※１　現金及び現金同等物の第３四

半期期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額

との関係

現金及び預
金勘定

1,281,733千円

預金期間が
３ヶ月を超
える定期預
金

△51,037千円

現金及び現
金同等物

1,230,695千円

　

※１ 現金及び現金同等物の期末残

 高と連結貸借対照表に掲記されて

 いる科目の金額との関係

　

現金及び預
金勘定

2,386,667千円

預金期間が
３ヶ月を超
える定期預
金

△134,334千円

現金及び現
金同等物

2,252,333千円

　

※２　株式の取得により新たに連結

子会社となった会社の資産及び負

債の主な内容

　株式の取得により新たに株式会

社丸主中柏水産及び株式会社アク

ディアを連結したことに伴う連結

開始時の資産及び負債の内訳並び

に株式会社丸主中柏水産及び株式

会社アクディアの取得価額と、株

式会社丸主中柏水産及び株式会社

アクディア株式取得のための支出

との関係は次のとおりでありま

す。

流動資産 2,069,124千円

固定資産 727,649千円
有価証券評
価差額金

1,053千円

のれん 482,304千円

流動負債 △1,561,743千円

固定負債 △208,997千円
少数株主持
分

△463,584千円

取得価額 1,045,806千円
上記２社の
現金及び現
金同等物合
計額

△932,093千円

差引：上記
２社の取得
のための支
出

113,713千円

※２　株式の取得により新たに連結

子会社となった会社の資産及び負債

の主な内容

  株式の取得により新たに連結した

ことに伴う連結開始時の資産及び負

債の内訳並びに株式の取得価額と取

得のための支出（純額）との関係は

次のとおりであります。

　株式会社弘乳舎

　（平成19年６月30日現在）
流動資産 2,708,189千円

固定資産 1,699,298千円

のれん 649,324千円

流動負債 △514,595千円

固定負債 △744,216千円

取得価額 3,798,000千円
現金及び現
金同等物合
計額

△1,537,462千円

差引：取得
のための支
出

2,260,537千円

　

※２　株式の取得により新たに連結

子会社となった会社の資産及び負債

の主な内容

  株式の取得により新たに連結した

ことに伴う連結開始時の資産及び負

債の内訳並びに株式の取得価額と取

得のための支出（純額）との関係は

次のとおりであります。

　　株式会社マルヌシ
　（平成18年11月30日現在）

流動資産 1,915,976千円

固定資産 674,140千円

のれん 148,136千円

流動負債 △1,476,086千円

固定負債 △172,840千円
少数株主持
分

△463,584千円

その他有価
証券差額金

1,053千円

取得価額 626,797千円
現金及び現
金同等物合
計額

△848,113千円

差引：取得
のための支
出

△221,316千円
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　

　

　

　

　

　

　

　

　 　　株式会社アクディア
　（平成18年12月31日現在）

流動資産 153,147千円

固定資産 53,509千円

のれん 333,469千円

流動負債 △85,657千円

固定負債 △36,157千円

取得価額 418,310千円
現金及び現
金同等物合
計額

△83,979千円

差引：取得
のための支
出

334,331千円

　

　

　

　

　

　

　

　

　 　株式会社ジャパンギャルズ

（平成19年２月28日現在）

流動資産 796,469千円

固定資産 201,028千円

のれん 402,445千円

流動負債 △581,253千円

固定負債 △283,290千円

取得価額 535,400千円
現金及び現
金同等物合
計額

△229,702千円

差引：取得
のための支
出

305,697千円

　
　

　

　

　

　

　

　

　 　有限会社マイクロシステム

（平成19年２月28日現在）

流動資産 3,844千円

のれん 23,757千円

流動負債 △124,601千円

取得価額 △97,000千円
現金及び現
金同等物合
計額

△820千円

差引：取得
のための支
出

△97,820千円
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 　システムパーツ株式会社

（平成19年３月31日現在）

流動資産 279,197千円

固定資産 5,745千円

のれん 56,239千円

流動負債 △256,431千円

固定負債 △12,000千円

取得価額 72,750千円
現金及び現
金同等物合
計額

△50,060千円

差引：取得
のための支
出

22,689千円

　
 　　株式会社ラピー
　（平成19年２月28日現在）

流動資産 131,895千円

固定資産 53,265千円

のれん 49,897千円

流動負債 △47,558千円

取得価額 187,500千円
現金及び現
金同等物合
計額

△88,332千円

差引：取得
のための支
出

99,167千円
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(リース取引関係)

　
前第3四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　　　　　─────

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　 　当連結会計年度の当該リース取引

の注記は、全て株式会社ジャパンギ

ャルズのものであります。平成19年

１月23日に同社株式を取得し、連結

子会社としましたが、みなし取得日

を連結会計年度末とし、貸借対照表

のみを連結しているため、当連結会

計年度の支払リース料及び減価償却

費相当額、支払利息相当額の算定方

法は記載しておりません。

　

　

　

　

　

　

　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファイ

ナンス・リース取引

（借主側）
① リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額及び期末残高相

当額

　
取得価額
相当額

減価償却
累計額
相当額

第3四半
期残高
相当額

　 (千円) (千円) (千円)

その他
(有形固
定資産)

31,330 10,540 20,789

その他
(無形固
定資産)

16,200 2,070 14,130

合計 47,530 12,610 34,919

　

　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファイ

ナンス・リース取引

（借主側）
① リース物件の取得価額相当額、減

価償却累計額相当額及び期末残高相

当額

　

機械装置
及び運搬具

（千円）

取得価額
相当額

11,000

減価償却累計
額相当額

7,464

期末残高
相当額

3,535

　

　

　

　

　

② 未経過リース料期末残高相当額

１年以内（千円） 8,799

１年超（千円） 28,150

合計（千円） 36,950

② 未経過リース料期末残高相当額

１年以内（千円） 1,702

１年超（千円） 2,247

合計（千円） 3,949

　

　

　

　

　

　

③ 支払リース料、減価償却費相当額

及び支払利息相当額

支払リース料
（千円）

5,183

減価償却費相当
額（千円）

5,086

支払利息相当額
（千円）

828

　

③ 支払リース料、減価償却費相当額

及び支払利息相当額

────

　

④ 減価償却費相当額及び利息相当額

の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法によっており

ます。

④ 減価償却費相当額及び利息相当額

の算定方法

────

　

　

⑤ 利息相当額の計算方法

　リース料総額とリース物件の取得

価額相当額の差額を利息相当額と

し、各期への配分方法については、

利息法によっております。

⑤ 利息相当額の計算方法

────

　

　
健康ホールディングス㈱(2928)

平成20年３月期第３四半期財務・業績の概況

　

― 27 ―



(有価証券関係)

　　　前第３四半期連結会計期間　（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

１　時価のある有価証券

　

区分
取得原価
(千円)

四半期連結貸借
対照表計上額(千円)

差額
(千円)

株式 65,452 63,649 △1,802

計 65,452 63,649 △1,802

　

２　時価評価されていない主な有価証券(時価のある有価証券のうち満期保有目的の債券を除く)

　

区分
四半期連結貸借対照表計上額

(千円)

その他有価証券 　

　　非上場株式 5,000

　　子会社株式 52,636

合計 57,636

　

　　　当第３四半期連結会計期間　　（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

１　時価のある有価証券

　

区分
取得原価
(千円)

四半期連結貸借
対照表計上額(千円)

差額
(千円)

株式 138,993 130,864 △8,129

計 138,993 130,864 △8,129

　なお、当第３四半期連結会計期間における減損処理額は、655千円であります。

　

２　時価評価されていない主な有価証券(時価のある有価証券のうち満期保有目的の債券を除く)

　

区分
四半期連結貸借対照表計上額

(千円)

その他有価証券 　

　　債券 12,984

　　非上場株式 10,275

　　子会社株式 19,000

合計 42,259
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　　　　前連結会計年度　（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

１　時価のある有価証券

　

区分
取得原価
(千円)

連結貸借
対照表計上額(千円)

差額
(千円)

株式 101,627 101,159 △467

計 101,627 101,159 △467

　

２　時価評価されていない主な有価証券(時価のある有価証券のうち満期保有目的の債券を除く)

　

区分
連結貸借対照表計上額

(千円)

その他有価証券 　

　　非上場株式 3,000

　　子会社株式 42,636

合計 45,636
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(デリバティブ取引関係)

　前第３四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

　　当社グループは、デリバティブ取引を利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

　　　　当第３四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

　　当社グループは、デリバティブ取引を利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

　前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

　　当社グループは、デリバティブ取引を利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　　　前四半期連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日)

　　　　該当事項はありません。

　　　当四半期連結会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日)

　　　　該当事項はありません。

　

　　　前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　　　　ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

　　（１）ストック・オプションの内容

会社名 提出会社

決議年月日 平成17年３月16日（臨時株主総会日）

付与対象者の区分及び人数 当社取締役１名

株式の種類及び付与数 普通株式　　1,620株

付与日 平成17年３月22日（取締役会決議日）

権利確定条件 ①　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時
　において当社の取締役または従業員いずれかの
　地位を保有していること、あるいは当社と顧問
　契約を締結している場合に限り新株予約権を行
　使できる。ただし、定年退職その他取締役会が
　正当な理由があると認めた場合は、この限りで
　はない。

② 新株予約権者が死亡した場合、その者の相続人
　は新株予約権を行使することができる。

③ その他の条件は、株主総会決議および取締役会
　決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締
　結する「新株予約権割当契約」に定めるところ
　による。
④ 新株予約権を譲渡する場合は、当社取締役会の
　承認を要する。

対象勤務期間 なし

権利行使期間 平成19年４月１日～平成26年12月31日

　

会社名 提出会社

決議年月日 平成18年１月31日（臨時株主総会）

付与対象者の区分及び人数
当社社外取締役１名　監査役２名
当社従業員23名　当社外部協力者４名

株式の種類及び付与数 普通株式　　1,880株

付与日 平成18年２月16日（取締役会決議日）
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権利確定条件 ①　新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時
　において当社の取締役、監査役、従業員または
　当社の外部協力者のいずれかの地位を保有して
　いること、あるいは当社と顧問契約を締結して
　いる場合に限り新株予約権を行使できる。ただ
　し、定年退職その他取締役会が正当な理由があ
　ると認めた場合は、この限りではない。
②　新株予約権者が死亡した場合、その者の相続
　人は新株予約権を行使することができる。

③　その他の条件は、株主総会決議および取締役
　会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で
　締結する「新株予約権割当契約」に定めるとこ
　ろによる。

④　新株予約権を譲渡する場合は、当社取締役会
　の承認を要する。

対象勤務期間 なし

権利行使期間 平成20年10月１日～平成26年12月31日
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　　（２）ストック・オプションの規模及びその変動状況

　　　①　ストック・オプションの数

会社名 提出会社 提出会社

　決議年月日 平成17年３月16日 平成18年１月31日

　権利確定前 　 　

　　　　期首　（株） 1,620 1,880

　　　　付与　（株） ─ ─

　　　　失効　（株） ─ △54

　　　　分割　（株） 6,480 7,304

　　　　失効　（株） ─ △860

　　　　権利確定　（株） ─ ─

　　　　未確定残　（株） 8,100 8,270

　権利確定後 　 　

　　　　期首　（株） ─ ─

　　　　権利確定　（株） ─ ─

　　　　権利行使　（株） ─ ─

　　　　失効　（株） ─ ─

　　　　未行使残　（株） ─ ─

　

　　　②　単価情報

　会社名 提出会社 提出会社

　決議年月日 平成17年３月16日 平成18年１月31日

　権利行使価格　（円） （注）１　　　　67 （注）２　　 1,600

　行使時平均株価　（円） ─ ─

　付与日における公正な評価単価
　（円）

─ ─
　

(注) １　権利行使価格は平成18年10月１日付の株式分割（１：５）により、334円から67円に変更されています。

　　 ２　権利行使価格は平成18年10月１日付の株式分割（１：５）により、8,000円から1,600円に変更されてい

ます。

　　　　　　　　　　　　　

(企業結合等関係)

前四半期連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日)

　　　　該当事項はありません。

当四半期連結会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日)
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　　　（共通支配下の取引等）
　
　　　１　吸収合併

(1)　結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名

　　称並びに取引の目的を含む取引の概要

　①結合当事企業又は対象とな
　　った事業の名称及びその事
　　業の内容

健康パートナーズ株式会社　　　　　　投資事業等

健康アグリマリンゲート株式会社　　　投資事業等

　②企業結合の法的形式 吸収合併

　③結合後企業の名称 健康ホールディングス株式会社

　④取引の目的を含む取引の概
　　要

ⅰ吸収合併の目的

　被合併会社である健康パートナーズ株式会社、健康アグリマリンゲー

ト株式会社は投資事業等を目的としてそれぞれ設立されましたが、グル

ープの経営の効率化を図るため合併を行っております。

ⅱ吸収合併の日

　平成19年５月28日

(2)　実施した会計処理の概要

　　本合併は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会平成15年10月１日）及び「企業結合会計基準

　及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成17年12月27日）に基づ

　き、共通支配下の取引として会計処理を行っており、内部取引としてすべて消去しております。従って、

　この会計処理が連結財務諸表に与える影響はありません。
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２　新設分割

　当社は平成19年６月28日開催の定時株主総会の決議により、同年９月１日を期日として新設分割により純

粋持株会社へ移行するとともに、同日付で商号を「健康ホールディングス株式会社」に変更し、当社の健康

食品通信販売事業を新設会社の「健康コーポレーション株式会社」へ承継いたしております。

(1)　結合当事企業又は対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の

　　名称並びに取引の目的を含む取引の概要

　①結合当事企業又は対象とな
　  った事業の名称及びその事
    業の内容

当社が営む営業の全て（内容：健康食品通信販売事業等）

　②企業結合の法的形式
当社を分割会社とし、新たに設立する健康コーポレーション株式会社

（連結子会社）を新設会社とする分社型新設分割（物的分割）

　③結合後企業の名称 健康コーポレーション株式会社

　④取引の目的を含む取引の概
　　要

ⅰ新設分割の目的

　当社は、経営基盤の強化を図るために自社商品の開発に加えて、健康

関連企業のグループ化を行ってまいりましたが、今般、グループ運営の

効率化を図るために、持株会社体制に移行いたしました。

　持株会社にはグループ全体の戦略策定、経営管理等、公開会社として

グループ経営に必要な機能を持たせることで、株主の視点からグループ

内の経営資源を最適配分して有効活用するとともに、グループ各社の連

携を強化することで経営効率を高め、事業間の相乗効果を追求し、グル

ープ全体の統制を強化することで総合力を発揮してまいります。

ⅱ取引の概要

　新設会社（承継会社）が発行する普通株式200株は、すべて分割会社

である当社に割当てました。分割交付金の支払はありません。

　新設会社は、当社から承継事業に属する資産及び負債並びにこれに付

随する権利義務の一切を承継しております。但し、新設分割計画におい

て別段の定めがあるものを除きます。なお、本件分割後も、当社は承継

会社に承継される債務のすべてについて、引き続き承継会社と連帯して

債務を負担します。また、新設会社は、承継事業に主として従事する従

業員との間の雇用契約その他の権利義務の一切を分割期日において分割

会社より承継いたしております。

(2)　実施した会計処理の概要

　　本吸収分割は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会平成15年10月１日）及び「企業結合会計

　基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成17年12月27日）に

　基づき、共通支配下の取引として会計処理を行っており、内部取引としてすべて消去しております。従

　って、この会計処理が連結財務諸表に与える影響はありません。

　

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　　　　該当事項はありません。
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(6) (セグメント情報)

１　事業の種類別セグメント情報

前第３四半期連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日)

　　　全セグメントの売上の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「健

　　康関連事業」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日)

　
健康関連事業

(千円)
IT・広告関連事業

（千円)
計

(千円)
消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

12,016,553 381,906 12,398,459 ― 12,398,459

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ 1,502,516 1,502,516 (1,502,516) ―

計 12,016,553 1,884,422 13,900,976 (1,502,516) 12,398,459

営業費用 12,027,814 1,796,514 13,824,329 (1,354,721) 12,469,607

営業利益又は営業損失(△) △11,261 87,908 76,646 (147,795) △71,148

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な製品

(1) 健康関連事業　・・・・・・・・健康食品等の販売等

(2) IT・広告関連事業・・・・・・・広告代理店業等

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(163,033千円)の主なものは、全社に係る

のれん償却費及び親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

　

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　　　全セグメントの売上の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「健

　　康関連事業」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略しております。
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２　所在地別セグメント情報

前第３四半期連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日)

　　　全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「日本」の割合

　　がいずれも90％を越えているため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日)

　　　全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「日本」の割合

　　がいずれも90％を越えているため、記載を省略しております。

　

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　　　全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「日本」の割合

　　がいずれも90％を越えているため、記載を省略しております。

　

　

３　海外売上高

    前第３四半期連結会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日)

　　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

　

　　当第３四半期連結会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日)

　　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

　

　　前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　　　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

１株当たり純資産額
2,363円74銭
　　　　　

１株当たり純資産額 770円56銭 １株当たり純資産額 2,532円23銭

１株当たり四半期純利
益

1,077円03銭
　

１株当たり四半期純
損失

△1,582円40銭
　

１株当たり当期純利益

　
　

1,240円76銭

　
　

　
潜在株式調整後１株当
たり第３四半期純利益
　　　

1,019円11銭

　

　潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益

1,175円55銭

　

(注)　１株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益の算定上の基礎

　 前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間 前連結会計年度

四半期連結損益計算書上の四半期
（当期）純利益又は四半期純損失
(△)
（千円）

309,836 △474,645 358,258

普通株式に係る四半期（当期）純利
益又は四半期純損失（千円）

309,836 △474,645 358,258

普通株主に帰属しない金額
（千円）

─ ─ ─

普通株式の期中平均株式数（株） 287,676 299,953 288,742

四半期（当期）純利益調整額（千
円）

─ ─ ─

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益の算定に用いられた
普通株式増加数の主要な内訳（株）
　　新株予約権 16,351 ─ 16,016

普通株式増加数（株） 16,351 ─ 16,016

希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後１株当たり四半期（当期）
純利益の算定に含めなかった潜在株
式の概要

─ ─ ─
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(重要な後発事象)

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

Ｉ．子会社の取得について

１．平成19年１月18日開催の当社連

結子会社である健康パートナーズ株

式会社の取締役会決議に基づき、株

式会社ジャパンギャルズの株式を取

得いたしました。

（１） 目的

　当社の保有する顧客基盤や情報イ

ンフラ等の経営資源を有効に活用し

業容を拡大するため、美容機器の有

力な企画製造のノウハウを保有する

株式会社ジャパンギャルズを孫会社

化しました。

　
（２） 株式取得の相手会社の名称

　    Mckenna & Company,L.P.

　
（３） 買収する会社の名称、事業
　　　 内容

　   名　　称  株式会社ジャパン

               ギャルズ

　   事業内容　美容器具、健康機

               械器具等の販売、

               化粧品の製造、販

               売等

　
（４） 株式取得の時期

     平成19年１月23日

　
（５） 取得する株式数、取得価額
       及び取得後の持分比率

    　株式数　　　 　  　320株

　    取得価額　   400,000千円

　    持分比率　　 　 　  80％

（６） その他

  株式会社ジャパンギャルズは、主

に美容機器、美容雑貨、医薬部外

品、化粧品などの製造やOEMによる製

造受託、販売を行っておりますが、

同社はISO9001およびS－JQAの規

格、認定を取得しており、主要製品

である美顔器では確固たる地位を確

立している企業であります。

　（注）ISO9000　ISO(国際標準化

機構)が制定した工場や事務所の品質

マネジメントシステムに関する国際

規格

　S-JQA　　JQA総合製品安全認証制

度に基づき認証された電気・電子製

品に付けることができる安全認証マ

ーク

Ｉ．子会社の株式の売却について

１．平成20年2月28日付で、当社連結

子会社である株式会社マルヌシの株

式を譲渡いたしました。

（１） 株式譲渡の理由

　株主会社マルヌシは青森県八戸市

において、生鮮魚介類の販売ならび

に生鮮魚介類加工品の製造販売を事

業としております。当社子会社であ

る健康コーポレーション株式会社

は、インターネットを主とした通信

販売に強みを有しており、インター

ネット通信販売において消費者に人

気の高い生鮮魚介類の販売で株式会

社マルヌシの事業との相乗効果を期

待し、平成18年12月に当社グループ

企業の１社といたしました。

　株式会社マルヌシと健康コーポレ

ーション株式会社との間で、事業シ

ナジー面で試行錯誤を繰り返してき

ましたが、事業面での期待した成果

は出ませんでした。そのような状況

下、株式会社マルヌシより、上場企

業の連結子会社としての管理面にお

ける負担増加と、さらに今後J-SOX対

応の事務作業量が増加することが予

想されるため、当社グループから離

れたいとの要望が当社へ来ておりま

した。

　株式会社マルヌシが当社グループ

から離れることにつきましては苦渋

の決断でありましたが、株式会社マ

ルヌシの要望を考慮し、当社が保有

する株式会社マルヌシの全株式を譲

渡することにいたしました。

（２） 株式譲渡先の名称

　　株式会社マルヌシ　

　　代表取締役　地主　陽一

　
（３） 株式譲渡する会社の名称、　
　　　事業内容

　  名　　称  株式会社マルヌシ

　  事業内容  生鮮魚介類販売、

              生鮮魚介類加工品

              の製造販売

　

Ｉ．子会社の吸収合併（簡易合併・

略式合併）について

　連結財務諸表提出会社（以下、当

社）は平成19年4月26日開催の取締役

会において、連結子会社である健康

パートナーズ株式会社及び健康アグ

リマリンゲート株式会社を吸収合併

（簡易合併・略式合併）することを

決定いたしました。

１． 合併の目的

被合併会社である健康パートナーズ

株式会社及び健康アグリマリンゲー

ト株式会社は、投資事業等を目的と

して、それぞれ平成18年10月及び平

成18年11月に設立されましたが、今

般、当社グループの経営の効率化を

図ることを目的として合併すること

といたすものであります。

２． 合併の要旨

（１） 合併の日程

　　合併契約書承認取締役会 

　　　平成19年4月26日

　　合併契約書調印 

　　　平成19年4月26日

　　合併契約書承認株主総会 

　　　開催いたしません（注）

　　合併効力発生日 

　　　平成19年5月28日（予定）

　　合併登記 

　　　平成19年5月28日（予定）

（注）本合併は会社法第796条第3項

に定める簡易合併並びに同法第784条

第1項に定める略式合併であるため、

当社、健康パートナーズ株式会社及

び健康アグリマリンゲート株式会社

において合併契約書に関する株主総

会での承認を得ずに行うものであり

ます。 

（２） 合併方式

　健康コーポレーション株式会社を

存続会社とする吸収合併方式とし、

健康パートナーズ株式会社及び健康

アグリマリンゲート株式会社は解散

いたします。
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 （４） 株式譲渡の時期

     平成20年２月28日

（５） 譲渡する株式数、譲渡価額
       及び譲渡後の持分比率

　    株式数　 　    　5,016株

　    譲渡価額　　 680,671千円

　    持分比率　 　　　　 ０％

　これにより、来期の連結範囲から

外れます。

　
（６） その他

　当社が当社の連結子会社である

株式会社マルヌシの東北銀行から

の借入金に対して行っていた債務

保証は、同社株の売却に伴い平成

20年２月29日付を以って、すべて

解消いたしました。

　解消した債務保証内容は以下の

通りであります。

　(a)平成19年７月13日付保証約

定（根保証）

　　金額（極度額）　120百万円

　(b)平成19年７月13日付金銭消

費貸借契約に基づく債務に対する

債務保証

　　金額　　　　 　　50百万円

　

（３） 合併比率ならびに合併交付金

　当社は、健康パートナーズ株式会

社及び健康アグリマリンゲート株式

会社の全株式を所有しており、合併

による新株式の発行および資本金の

増加、ならびに合併交付金の支払は

行いません。
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 （４） 消滅会社の新株予約権に関す

る取り扱いについて被合併会社にお

いて、新株予約権は発行されており

ません。

（５） 会計処理の概要

　「企業結合に係る会計基準」（企

業会計審議会平成15年10月31日）に

定める共通支配下の取引等の会計処

理に該当し、これに基づき合併に伴

う会計処理を行います。

　 　 ３.合併当事会社の概要

（平成19年３月31日現在）

商号
健康コーポレーション株
式会社
(合併会社)

主たる事業

内容
健康食品の通信販売業

設立年月日 平成15年４月24日

本店所在地
東京都中野区中央二丁目
９番1号サン・ロータスビ
ル４Ｆ

代表者 瀬戸　健

資本金の額 101,610千円

発行済株式

総数
292,000株

純資産 713,729千円

総資産 4,519,840千円

決算期 ３月31日

従業員 37名

　 　 　

商号
健康パートナーズ株式会
社
（被合併会社）

主たる事業
内容

投資事業、金融サービス
業、コンサルティング事
業

設立年月日 平成18年10月31日

本店所在地
東京都中野区中央二丁目
９番1号サン・ロータスビ
ル４Ｆ

代表者 瀬戸　健

資本金の額
(平成19年３月31日)

70,000千円

発行済株式
総数

(平成19年３月31日)

2,600株

純資産
(平成19年３月31日)

125,347千円

総資産
(平成19年３月31日)

1,298,933千円

決算期 ３月31日

従業員 ─　　　　　　　　
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 　

商号
健康アグリマリーンゲー
ト株式会社（被合併会
社）

主たる事業内容
投資事業、金融サービス
業、コンサルティング事
業

設立年月日 平成18年11月15日

本店所在地
東京都中野区中央二丁目
９番1号サン・ロータスビ
ル４Ｆ

代表者 瀬戸　健

資本金の額
(平成19年３月31日)

10,000千円

発行済株式
総数

(平成19年３月31日)

10,000株

純資産
(平成19年３月31日)

6,511千円

総資産
(平成19年３月31日)

659,479千円

決算期 ３月31日

従業員 ─　　　　　　　　

　 　 ４．合併後の状況

商号
健康コーポレーション株
式会社

主たる事業内容 健康食品の通信販売業

本店所在地
東京都中野区中央二丁目
９番1号サン・ロータスビ
ル４Ｆ

代表者の役職・
氏名

代表取締役社長
瀬戸 健

資本金
合併による資本金の額の
増加はありません。

純資産
合併による純資産に与え
る影響は軽微でありま
す。

総資産
合併による総資産に与え
る影響は現在精査中であ
ります。

決算期 ３月末

合併による業績
への影響の見通
し

健康パートナーズ株式会
社及び健康アグリマリー
ンゲート株式会社は、当
社の連結子会社であるた
め、合併による連結業績
に与える影響は軽微であ
ります。
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 Ⅱ．会社新設分割による純粋持株会

社体制移行について

　当社は平成19年５月15日開催の取

締役会において平成19年９月１日付

をもって、「会社新設分割による純

粋持株会社への移行」及び「商号の

変更」を決議いたしました。

　　

１．持株会社体制への移行の目的

当社は、平成18年５月30日に札幌証

券取引所アンビシャス市場に上場

後、経営基盤の強化を図るために自

社商品の開発に加えて、健康関連企

業のグループ化を行ってまいりまし

たが、今般、グループ運営の効率化

を図るために、持株会社体制に移行

することにいたしました。

　持株会社にはグループ全体の戦略

策定、経営管理等、公開会社として

グループ経営に必要な機能を持たせ

ることで、株主の視点からグループ

内の経営資源を最適配分して有効活

用するとともに、グループ各社の連

携を強化することで経営効率を高

め、事業間の相乗効果を追求し、グ

ループ全体の統制を強化することで

総合力を発揮してまいります。

　

２．移行の方法

　平成19年９月１日(予定)を期し

て、当社を分割会社（「健康ホール

ディングス株式会社（仮称）」に商

号変更）とし、新たに設立する健康

コーポレーション株式会社（仮称）

を新設会社とする分社型新設（全て

の事業を同社に承継、物的分割）を

予定しています。なお、持株会社が

札幌証券取引所アンビシャス市場に

上場を継続することとし、現在の当

社の子会社等は、持株会社の100%子

会社となる予定です。
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 ３．分割の要旨

(1)分割の日程

　　平成19年５月15日

　　　分割計画書承認の取締役会 　

　　平成19年６月28日

　　　分割計画書承認のための

　　　定時株主総会

　　平成19年９月１日

　　　新設分割期日（予定）

(2)分割方式

　当社を分割会社とし、健康コーポ

レーション株式会社を承継会社とす

る分割（物的）吸収分割の方式を採

用します。

(3)分割により減少する資本金等

　該当事項はありません。

(4)分割会社の新株予約権

  当社が発行しております新株予約

権の取り扱いについて、本件分割に

よる変更はありません。

(5)承継会社が承継する権利義務

  承継会社は、当社の営業にかかわ

る資産・負債および各種契約などの

権利義務を承継いたします。ただ

し、分割契約書において別段の定め

のあるものは除きます。

(6)債務履行の見込み

　本件分割後の当社および承継会社

は、ともに資産の額が負債の額を上

回ることが見込まれており、また収

益状況においても負担すべき債務の

履行に支障をおよぼす事態が予想さ

れないことから、債務履行の確実性

に問題はないものと判断しておりま

す。
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 ４.　分割当事会社の概要

商号

健康コーポレー
ション株式会社
(分割会社)
(健康ホールディ
ングス株式会社
に商号変更)

健康コーポレー
ション株式会社
(承継会社)

主たる
事業内
容

健康食品の通信
販売業

健康食品の通信
販売業

設立
年月日

平成15年4月24日平成19年9月1日

本店
所在地

東京都中野区中
央二丁目９番1号
サン・ロータス
ビル４Ｆ

東京都中野区中
央二丁目９番1号
サン・ロータス
ビル４Ｆ

代表者
代表取締役社長
瀬戸　健

代表取締役社長
瀬戸　健

資本金
の額

101,610千円

未定

発行済
株式総
数

292,000株

純資産 713,729千円

総資産 4,519,840千円

決算期 3月31日

従業員 37名

主要
取引先

一般消費者

大株主
および
持株比
率

瀬戸 健　　　

73.3%

健康ホールディ
ングス株式会社
　100％

主要
銀行

三菱東京ＵＦＪ
銀行
三井住友銀行
みずほ銀行
りそな銀行

未定

株主数
1,190（平成19年
3月31日現在）

１名
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 　

当事者の

関係

資本

関係

合併会社は被合併会
社の発行済株式を
100％所有しておりま
す。

人的

関係

承継会社の取締役
は、分割会社の取締
役が兼務する予定で
す。

取引

関係

健康食品の通信販売
業等の営業の一切に
係る取引はすべて承
継会社に承継されま
す。

　
最近３決算期間の業績

（健康コーポレーション株式会社）

決算期

平成17年

3月期

(千円)

平成18年

3月期

(千円)

平成19年

3月期

(千円)

売上高 898,025 2,429,404 9,576,426

経常利

益
118,161 163,117 616,868

当期純

利益
70,699 94,484 332,647

１株当

たり当

期純利

益(円)

3,927.77 1,745.02 1,152.06

１株当

たり配

当金

(円)

─ ─ ─

１株当

たり純

資産

(円)

4,222.65 3,176.65 2,444.28
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 ５.　分割後の当社の状況

(１)商号
健康ホールディングス株
式会社
（予定）

(２)事業
　　内容

持株会社(グループ会社を
統括する管理運営会社)

(３)本社所
　　在地

東京都中野区中央二丁目
９番1号サン・ロータスビ
ル４Ｆ

(４)代表者 代表取締役社長 瀬戸　健

(５)資本金 101,610千円

(６)総資産 未定

(７)決算期 3月31日

(８)業績に
　　与える
　　影響

新設会社は当社の100％子
会社となるため、本件会
社分割が当社の連結業績
に与える影響は軽微であ
ります。また、当社の単
体業績については、分割
後当社が純粋持株会社と
なる結果、収入は子会社
からの配当及び経営指導
料等が主なものとなり、
費用は、持株会社として
の機能に関するものが中
心となります。
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前第３四半期連結会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 　 Ⅲ．株式会社弘乳舎の株式取得(子会

社化)について

　当社は平成19年６月22日開催の当

社取締役会において、株式会社弘乳

舎の株式を取得し子会社化すること

を決議し、平成19年６月22日に、株

式会社弘乳舎の個人株主１名、株式

会社弘乳舎の代表取締役社長である

町原籌夫氏及び株式会社弘乳舎と、

株式会社弘乳舎の発行済株式総数

180,000株の３分の２を超える株式

を、一株当たり20,450円にて取得す

る内容の株式譲渡に関する基本契約

書を締結いたしました。

　

１．株式取得の目的

　乳酸菌飲料、ヨーグルト、アイス

クリーム、脱脂粉乳、バター等の製

造販売と乳製品の加工受託を主事業

とする株式会社弘乳舎を子会社化す

ることとにより、同社が培ってきた

乳製品に関する豊富な経験と高度な

ノウハウを取り込み、品揃えおよび

製品開発力の強化等を通じて、経営

基盤強化につなげることを目的とし

ております。

　

２．株式会社弘乳舎の概要

(１)商号 株式会社弘乳舎

(２)代表取

　　締役

代表取締役　

町原籌夫

(３)所在地
熊本県熊本市高平三丁

目43番２号

(４)設立年

　　月日
昭和31年３月31日

(５)主な事

　　業内容
乳製品の製造販売

(６)資本金 90百万円
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６ 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

　

　 　 前第３四半期会計期間末 当第３四半期会計期間末
前事業年度

要約貸借対照表

　 　 (平成18年12月31日) (平成19年12月31日) (平成19年３月31日)

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 　 　 1,108,345 　 　 206,731 　 　 1,511,642 　

　２　売掛金 　 　 703,357 　 　 16,000 　 　 620,923 　

　３　たな卸資産 　 　 362,755 　 　 ─ 　 　 404,082 　

　４　前渡金 　 　 101,375 　 　 126 　 　 66,131 　

　５　繰延税金資産 　 　 27,338 　 　 81,170 　 　 30,182 　

　６　その他 ※５ 　 13,405 　 　 284,827 　 　 81,024 　

　７　貸倒引当金 　 　 ─ 　 　 △40,245 　 　 ─ 　

　　　流動資産合計 　 　 2,316,578 65.8 　 548,610 8.7 　 2,713,987 60.0

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 ※１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物 　 　 4,630 　 　 5,058 　 　 4,527 　

　　(2) 機械装置 　 　 2,678 　 　 2,072 　 　 2,495 　

　　(3) その他 　 　 8,579 　 　 4,882 　 　 16,070 　

　　　有形固定資産合計 　 　 15,888 0.5 　 12,013 0.2 　 23,093 0.5

　２　無形固定資産 　 　 4,693
　

　 878
　

　 4,391
　

　　　無形固定資産合計 　 　 4,693 0.1 　 878 0.0 　 4,391 0.1

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 関係会社株式 ※２ 　 72,636 　 　 5,741,721 　 　 192,636 　

　　(2) 関係会社長期貸付金 　 　 1,100,000 　 　 ─ 　 　 1,540,000 　

　　(3) その他 　 　 11,460 　 　 44,181 　 　 45,731 　

　　(4) 投資損失引当金 　 　 ─ 　 　 △30,573 　 　 ─ 　

　　　投資その他の資産

　　　合計
　 　 1,184,096 33.6 　 5,755,329 91.1 　 1,778,367 39.4

　　　固定資産合計 　 　 1,204,678 34.2 　 5,768,222 91.3 　 1,805,853 40.0

　　　資産合計 　 　 3,521,256 100.0 　 6,316,832 100.0 　 4,519,840 100.0
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　 　 前第３四半期会計期間末 当第３四半期会計期間末

前事業年度

要約貸借対照表

　 　 (平成18年12月31日) (平成19年12月31日) (平成19年３月31日)

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　買掛金 　 　 126,372 　 　 ─ 　 　 88,866 　

　２　短期借入金 ※４ 　 ─ 　 　 3,322,200 　 　 850,000 　

　３　1年以内返済予定長期　

　　　借入金
※２ 　 533,600 　 　 947,400 　 　 677,900 　

　４　未払金 　 　 833,271 　 　 41,742 　 　 665,696 　

　５　その他
※５

　
　 265,674 　 　 20,712 　 　 334,948 　

　　　流動負債合計 　 　 1,758,919 49.9 　 4,332,054 68.6 　 2,617,411 57.9

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　長期借入金 ※２ 　 1,066,400 　 　 1,890,250 　 　 1,188,700 　

　　　固定負債合計 　 　 1,066,400 30.3 　 1,890,250 29.9 　 1,188,700 26.3

　　　負債合計 　 　 2,825,319 80.2 　 6,222,304 98.5 　 3,806,111 84.2

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅲ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 101,610 　 　 102,152 　 　 101,610 　

　２　資本剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 資本準備金 　 118,326 　 　 118,326 　 　 118,326 　 　

　　　　資本剰余金合計 　 　 118,326 　 　 118,326 　 　 118,326 　

　３　利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) その他利益剰余金 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　繰越利益剰余金 　 476,001 　 　 △121,852 　 　 494,139 　 　

　　　　利益剰余金合計 　 　 476,001 　 　 △121,852 　 　 494,139 　

　　　株主資本合計 　 　 695,937 19.8 　 98,626 1.5 　 714,075 15.8

Ⅳ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価

　　　差額金
　 ─ 　 　 △4,098 　 　 △345 　 　

　　　評価・換算差額等合計 　 　 ─ ─ 　 △4,098 △0.0 　 △345 △0.0

　　　純資産合計 　 　 695,937 19.8 　 94,528 1.5 　 713,729 15.8

　　　負債純資産合計 　 　 3,251,256 100.0 　 6,316,832 100.0 　 4,519,840 100.0
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(2) 四半期損益計算書

　

　 　 前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間
前事業年度

要約損益計算書

　 　
(自　平成18年４月１日

　至　平成18年12月31日)

(自　平成19年４月１日

　至　平成19年12月31日)

(自　平成18年４月１日

　至　平成19年３月31日)

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)

Ⅰ　売上高 　 　 7,069,490 100.0 　 4,131,020 100.0 　 9,576,426 100.0

Ⅱ　売上原価 　 　 827,541 11.7 　 479,787 11.6 　 1,125,916 11.8

　　　売上総利益 　 　 6,241,948 88.3 　 3,651,232 88.4 　 8,450,509 88.2

Ⅲ　販売費及び一般管理費 　 　 5,689,897 80.5 　 3,832,297 92.8 　 7,820,020 81.6

　　　営業利益又は営業損失

　　　(△)
　 　 552,051 7.8 　 △181,064 △4.4 　 630,488 6.6

Ⅳ　営業外収益 ※１ 　 1,874 0.0 　 9,151 0.2 　 7,475 0.0

Ⅴ　営業外費用 ※２ 　 13,848 0.1 　 93,828 2.2 　 21,095 0.2

　　　経常利益又は経常損失

　　　(△)
　 　 540,077 7.6 　 △265,742 △6.4 　 616,868 6.4

Ⅵ　特別利益 ※３ 　 1,407 0.0 　 ─ 　 　 1,694 0.0

Ⅶ　特別損失 ※４ 　 8,385 0.1 　 398,167 9.7 　 8,385 0.0

　　　税引前四半期(当期)

　　　純利益又は四半期純

　　　損失(△)

　 　 533,099 7.5 　 △663,909 △16.1 　 610,177 6.4

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 239,893 　 　 217 　 　 301,685 　 　

　　　法人税等調整額 　 △21,303 218,590 3.1 △48,136 △47,918 △1.2 △24,155 277,530 2.9

　　　四半期(当期)

　　　純利益又は四半期純

　　　損失(△)

　 　 314,509 4.4 　 △615,991 △14.9 　 332,647 3.5
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(3) 四半期株主資本等変動計算書

前第３四半期会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日)

　

　

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金
利益剰余金

株主資本合計その他資本剰余金

資本準備金 繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高(千円) 11,000 ─ 161,491 172,491 172,491

第３四半期会計期間中

の変動額
　 　 　 　 　

　新株の発行 90,610 118,326 ─ 208,936 208,936

　四半期純利益 ─ ─ 314,509 314,509 314,509

　株主資本以外の項目の

　第３四半期会計期間中の

　変動額(純額)

─ ─ ─ ─ ─

第３四半期会計期間中の変動

額合計(千円)
90,610 118,326 314,509 523,445 523,445

平成18年12月31日残高(千円) 101,610 118,326 476,001 695,937 695,937

　

当第３四半期会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日)

　

　 株主資本
評価・換算
差額等

純資産合計
　

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

　
資本準備金

その他利益剰余金

　 繰越利益剰余金

平成19年３月31日残高(千円) 101,610 118,326 494,139 714,075 △345 713,729

第３四半期期間中の変動額 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 542 ─ ─ 542 ─ 542

　四半期純損失(△) ─ ─ △615,991 △615,991 ─ △615,991

　株主資本以外の項目の

　第３四半期会計期間中の変

　動額(純額)

─ ─ ─ ─ △3,752 △3,752

第３四半期会計期間中の変動

額合計(千円)
542 ─ △615,991 △615,448 △3,752 △619,201

平成19年12月31日残高(千円) 102,152 118,326 △121,852 98,626 △4,098 94,528

　

前事業年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　

　 株主資本
評価・換算
差額等

純資産合計
　

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

　
資本準備金

その他利益剰余金

　 繰越利益剰余金

平成18年３月31日残高(千円) 11,000 ─ 161,491 172,491 ─ 172,491

事業年度中の変動額 　 　 　 　 　 　

　新株の発行 90,610 118,326 ─ 208,936 ─ 208,936

　当期純利益 ─ ─ 332,647 332,647 ─ 332,647

　株主資本以外の項目の

　事業年度中の変動額

  (純額)

─ ─ ─ ─ △345 △345

事業年度中の変動額合計

(千円)
90,610 118,326 332,647 541,583 △345 541,237

平成19年３月31日残高(千円) 101,610 118,326 494,139 714,075 △345 713,729
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(4) 注記事項

四半期財務諸表作成の基本となる重要な事項

　
前第３四半期会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

１　資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

　①子会社株式

　　　　移動平均法による原価法

　
　②　　　　　────

１　資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

　①子会社株式

同左

　
　②その他有価証券

　　時価のあるもの

　　第３四半期会計期間末日の市場

　　価格等に基づく時価法（評価差

　　額は全部純資産直入法により処

　　理し、売却原価は移動平均法に

　　より算定）

　　時価のないもの

　　移動平均法による原価法

１　資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

　①子会社株式

同左

　
　②その他有価証券

　　時価のあるもの

　　決算期末日の市場価格等に基づ

　　く時価法（評価差額は全部純資

　　産直入法により処理し、売却原

　　価は移動平均法により算定）

(2) たな卸資産

　① 製品、商品、原材料、仕掛品

　　　　総平均法による原価法
　② 貯蔵品

　　　　最終仕入原価法

(2) たな卸資産

　① 製品、商品、原材料、仕掛品

同左

　② 貯蔵品

同左

　

(2) たな卸資産産

　① 製品、商品、原材料、仕掛品

同左

　② 貯蔵品

同左

２　固定資産の減価償却の方法

(1)　有形固定資産

　定率法を採用しております。な

お、主な耐用年数は以下のとおりで

あります。　　　　　

建物　　　　　　　３～15年

機械装置　　　　 　　 ９年

工具器具備品　　　４～10年

　

２　固定資産の減価償却の方法

(1)　有形固定資産　　　　　

　①平成19年３月31日以前に取得

　　したもの

　　　旧定率法を採用しておりま

　　す。

　②平成19年４月１日以降に取得

　　したもの

　　　定率法を採用しておりま

　　す。なお、主な耐用年数は以

　　下のとおりであります。

　
建物　　　　　 　　８～15年

機械装置　　　　　　   ９年

工具器具備品　　　 ４～10年

　

２　固定資産の減価償却の方法

(1)　有形固定資産

　定率法を採用しております。な

お、主な耐用年数は以下のとおりで

あります。　　　　　

建物　　　　　　 ３～15年

機械装置　　　　　   ９年

工具器具備品　　 ４～10年
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前第３四半期会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

　 （会計方針の変更）

　法人税法の改正（所得税法等の一

部を改正する法律平成19年３月30日

法律第６号）及び（法人税法施行令

の一部を改正する政令平成19年３月

31日政令第83号）に伴い、当第３四

半期会計期間より、平成19年4月１日

以降に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価

償却の方法に変更しております。こ

れによる損益に与える影響は軽微で

あります。

　（追加情報）
　法人税法の改正に伴い平成19年３

月31日以前に取得したものについて

は、償却可能限度額まで償却が終了

した翌年から5年間で均等償却する方

法によっております。

　これによる損益に与える影響は軽

微であります。

　

(2)　無形固定資産

　自社利用のソフトウェアについて

は、社内における見込利用可能期間

（５年）に基づく定額法を採用して

おります。

(2)　無形固定資産

同左

　

(2)　無形固定資産

同左

　

(3)　長期前払費用

　定額法を採用しております。

(3)　長期前払費用

同左

(3)　長期前払費用

同左

３　繰延資産の処理方法

　　株式交付費

　　支払時に全額費用処理してお

　ります。

３　繰延資産の処理方法

同左

３　繰延資産の処理方法

　　　　　　　同左
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前第３四半期会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しており

ます。

 なお、当期においては貸倒実績及び

個別の回収可能見込み額がないた

め、貸倒引当金は計上しておりませ

ん。

　

４　引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しており

ます。

 

　

　
　

４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案

し、回収不能見込額を計上しており

ます。

 なお、当期においては貸倒実績及び

個別の回収可能見込み額がないた

め、貸倒引当金は計上しておりませ

ん。

(2) 賞与引当金

　従業員の賞与の支給に備えるた

め、支給見込額に基づき計上してお

ります。

(2) 賞与引当金

同左

　

(2) 賞与引当金

同左

　

(3) 返品引当金

　返品による損失に備えるため、過

去の実績を基準として算出した見積

額を計上しております。

(3) 返品引当金

同左

　

(3) 返品引当金

同左

（会計処理方法の変更）

　従来、返品に伴う損失は、返品を

受けた期間の売上高の控除として処

理しておりましたが、当期に入って

返品額の重要性が増加してきたこと

から、より適正な期間損益計算を図

るため、当第３四半期会計期間か

ら、過去の返品実績率に基づく将来

の返品損失見込額を返品引当金とし

て計上する方法に変更いたしまし

た。

　この変更に伴い、従来の方法によ

った場合に比べ、売上総利益、営業

利益及び経常利益がそれぞれ17,001

千円、税引前第３四半期純利益が

23,217千円減少しております。

──── （会計処理方法の変更）

　従来、返品に伴う損失は、返品を

受けた期間の売上高の控除として処

理しておりましたが、当期に入って

返品額の重要性が増加してきたこと

から、より適正な期間損益計算を図

るため、当事業年度から、過去の返

品実績率に基づく将来の返品損失見

込額を返品引当金として計上する方

法に変更いたしました。

   この変更に伴い、従来の方法によ

った場合に比べ、売上総利益、営業

利益及び経常利益がそれぞれ16,189

千円、税引前当期純利益が22,405千

円減少しております。

　 (4) 投資損失引当金

　子会社等への投資に係る損失に備

えるため、当該会社の財政状態等を

勘案して必要額を計上しておりま

す。

　（追加情報）
　実質価額が著しく低下したものの

回復可能性が見込めると判断した子

会社株式等につき将来の予測に不確

実な要因があるため、財務健全性の

観点から投資損失引当金30,573千円

を計上することとしたものでありま

す。
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前第３四半期会計期間
(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

５　その他四半期財務諸表（財務諸

表）作成のための基本となる重要な

事項

　消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理

は、税抜方式によっております。

５　その他四半期財務諸表（財務諸

表）作成のための基本となる重要な

事項

同左

５　その他財務諸表作成のための基

本となる重要な事項

　

同左
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会計処理の変更

　
前第３四半期会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

（貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準等）

　当第３四半期会計期間より、「貸

借対照表の純資産の部の表示に関す

る会計基準」（企業会計基準委員会

　平成17年12月９日　企業会計基準

第５号）及び「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準等の適

用指針」（企業会計基準委員会　平

成17年12月９日　企業会計基準適用

指針第８号）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はあ

りません。

　従来の資本の部の合計に相当する

金額は695,937千円であります。

　中間財務諸表等規則の改正によ

り、当第３四半期会計期間における

四半期財務諸表は、改正後の中間財

務諸表等規則により作成しておりま

す。

───── （貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準等）

　当事業年度より、「貸借対照表の

純資産の部の表示に関する会計基

準」（企業会計基準委員会　平成17

年12月９日　企業会計基準第５号）

及び「貸借対照表の純資産の部の表

示に関する会計基準等の適用指針」

（企業会計基準委員会　平成17年12

月９日　企業会計基準適用指針第８

号）を適用しております。

　これによる損益に与える影響はあ

りません。

　従来の資本の部の合計に相当する

金額は713,729千円であります。

　財務諸表等規則の改正により、当

事業年度における財務諸表は、改正

後の財務諸表等規則により作成して

おります。

　

（繰延資産の会計処理に関する当面

の取扱い）

　当第３四半期会計期間から、「繰

延資産の会計処理に関する当面の取

扱い」（企業会計基準委員会平成18

年８月11日　実務対応報告第19号）

を適用しております。

　前事業年度において営業外費用の

内訳として表示していた「新株発行

費」は、当第３四半期会計期間より

「株式交付費」として表示する方法

に変更しております。

─────
　

（繰延資産の会計処理に関する当面

の取扱い）

　当事業年度から、「繰延資産の会

計処理に関する当面の取扱い」（企

業会計基準委員会平成18年８月11日

　実務対応報告第19号）を適用して

おります。

　前事業年度において営業外費用の

内訳として表示していた「新株発行

費」は、当事業年度より「株式交付

費」として表示する方法に変更して

おります。
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注記事項

(四半期貸借対照表関係)

　
前第３四半期会計期間末
(平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間末
(平成19年12月31日)

前事業年度末
(平成19年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累

　　　計額

減価償却累計額 4,899千円

※１　有形固定資産の減価償却累

　　　計額

減価償却累計額 4,438千円

　

※１　有形固定資産の減価償却累

　　　計額

減価償却累計額 5,986千円

※２

─────

※２　担保に供している資産及び

　　これに対応する債務は次のと

　　おりであります。

　（１）担保に供している資産（帳
　　　　簿価額）

関係会社株式　　　1,031,790千円

　　　　計　  　　1,031,790千円

　
　（２）上記に対応する債務
一年以内返済予定
長期借入金 477,600千円

長期借入金 1,116,800千円

　　　　計 1,594,400千円
 

※２

─────
　

　３　

─────
　

　３　偶発債務

　次の関係会社の金融機関からの借

入に対し債務保証を行っておりま

す。

保証先
金額
(千円)

内容
　　

株式会社
マルヌシ

145,835
借入
債務 　　

株式会社
弘乳舎

500,000
借入
債務 　　

健康コーポレーシ
ョン株式会社

300,000
借入
債務 　　

　

　３　偶発債務

　次の関係会社の金融機関からの借

入に対し債務保証を行っておりま

す。

保証先
金額
(千円)

内容
　　

健康パートナーズ
株式会社

280,000
借入
債務 　　

　

※４　当社は、資金調達の機動性を

高めるため、取引銀行と当座貸越契

約を締結しております。

　なお、当第３四半期会計期間末に

おける当融資枠に基づく借入の実行

状況は次のとおりであります

当座貸越限度額 1,300,000千円

借入実行残高 ─　　千円

差引額 1,300,000千円

　

※４　当社は、資金調達の機動性を

高めるため、取引銀行と当座貸越契

約を締結しております。

　なお、当第３四半期会計期間末に

おける当融資枠に基づく借入の実行

状況は次のとおりであります

当座貸越限度額 550,000千円

借入実行残高 　550,000千円

差引額 ─千円

　

※４　当社は、資金調達の機動性を

高めるため、取引銀行と当座貸越契

約を締結しております。

　なお、当事業年度末における当融

資枠に基づく借入の実行状況は次の

とおりであります。

当座貸越限度額 1,400,000千円

借入実行残高 800,000千円

差引額 600,000千円

　
※５　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は

相殺のうえ、流動負債のその他に含

めて表示しております。

※５　消費税等の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は

相殺のうえ、流動資産のその他に含

めて表示しております。

※５

─────
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(四半期損益計算書関係)

　
前第３四半期会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

※１　営業外収益のうち主要なもの

受取利息 633千円

機器賃貸料収入 483千円

　

※１　営業外収益のうち主要なもの

受取利息 6,395千円

機器賃貸料収入 483千円

　

※１　営業外収益のうち主要なもの

受取利息 5,739千円

機器賃貸料収入 645千円

※２　営業外費用のうち主要なもの

支払利息 1,735千円

株式公開準備費用 5,410千円

株式交付費 5,860千円
賃貸資産減価
償却費

611千円

　

※２　営業外費用のうち主要なもの

支払利息 51,090千円
賃貸資産減価
償却費

467千円

　

※２　営業外費用のうち主要なもの

支払利息 8,751千円

株式公開準備費用 5,411千円

株式交付費 5,860千円
賃貸資産減価
償却費

815千円

※３　特別利益のうち主要なもの

貸倒引当金戻入益 1,407千円

　

※３　特別利益のうち主要なもの

  ─────

※３　特別利益のうち主要なもの

貸倒引当金戻入益 1,407千円

固定資産売却益 286千円

　

※４　特別損失のうち主要なもの

過年度返品引当金
繰入額

6,216千円

本社移転費用 2,168千円

　

※４　特別損失のうち主要なもの

子会社株式評価損
　

354,170千円

投資損失引当金繰
入額
　 30,573千円

　
　

　

※４　特別損失のうち主要なもの 　

　　　　　　　　

過年度返品引当金
繰入額

6,216千円

本社移転費用 2,168千円

　

５　減価償却実施額

有形固定資産額 3,206千円

無形固定資産 766千円

　

５　減価償却実施額

有形固定資産額 5,068千円

無形固定資産 711千円

　

５　減価償却実施額

有形固定資産額 5,379千円

無形固定資産 1,510千円
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(四半期株主資本等変動計算書関係)

　

　前第３四半期会計期間(自　平成18年４月１日 至　平成18年12月31日)

　　１　自己株式に関する事項

　　　　　　該当ありません。

　

　当第３四半期会計期間(自　平成19年４月１日 至　平成19年12月31日)

　　１　自己株式に関する事項

　　　　　　該当ありません。

　

　前事業年度会計期間(自　平成18年４月１日 至　平成19年３月31日)

　　１　自己株式に関する事項

　　　　　　該当ありません。
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(リース取引関係)

　

前第３四半期会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

　　　該当ありません。

　

当第３四半期会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

　　　該当ありません。

　

前事業年度会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

　　　該当ありません。

　
　

(有価証券関係)

前第３四半期会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

　　　　子会社及び関連会社株式で時価のあるものはありません。

　

当第３四半期会計期間(自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

　　　　子会社及び関連会社株式で時価のあるものはありません。

　

前事業年度会計期間(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

　　　　子会社及び関連会社株式で時価のあるものはありません。
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(１株当たり情報)

　
前第３四半期会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

１株当たり純資産額 2,383円35銭 １株当たり純資産額 314円99銭 １株当たり純資産額 2,444円28銭

１株当たり四半期
純利益

1,093円28銭

潜在株式調整後１株当
たり第３四半期純利益

1,034円48銭

　

１株当たり四半期純損
失(△)

△2,053円63銭

　

１株当たり当期
純利益

1,152円06銭

　
潜在株式調整後１株当
たり当期純利益

1,091円51銭

　
　   潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損

失であるため記載しておりません。

　

   当社は、平成18年10月１日付で、

株式１株につき５株の株式分割を行

っております。

   なお、当該株式分割が前期首に行

われたと仮定した場合の前事業年度

における１株当たり情報について

は、以下のとおりとなります。　

１株当たり純資産額 635円33銭

１株当たり当期
純利益金額

349円00銭

　
　

(注)　１株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益の算定上の基礎

　 前第３四半期会計期間 当第３四半期会計期間 前事業年度

四半期損益計算書上の四半期（当
期）純利益（千円）

314,509 △615,991 332,647

普通株式に係る四半期（当期）純
利益（千円）

314,509 △615,991 332,647

普通株主に帰属しない金額
（千円）

─ ─ ─

普通株式の期中平均株式数（株） 287,676 299,953 288,742

四半期（当期）純利益調整額
（千円）

─ ─ ─

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益の算定に用いられ
た普通株式増加数の主要な内訳
（株）
　　新株予約権

16,351 ─ 16,016

普通株式増加数（株） 16,351 8,100 16,016

希薄化効果を有しないため、潜在株
式調整後１株当たり四半期（当期）
純利益の算定に含めなかった潜在株
式の概要

─ ─ ─
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(重要な後発事象)

　
前第３四半期会計期間

(自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日)

前事業年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

───── Ｉ．　資金調達について

当社は平成20年１月８日付で、新規

連結子会社である株式会社弘乳舎（以

下、同社）から借入による資金の調

達を行いました。

（１）資金調達の目的

　当社が、同社株式を取得するにあ

たり、その取得資金を金融機関から

の借入にて調達したものであります

が、その一部の返済原資として借入

したものであります。

（２）借入先の名称

　株式会社弘乳舎

（３）借入金額、借入条件

　①借入金額　　１億円

　②利率　　　1.31250%

　③借入実施時期

　　平成20年１月８日

　　返済期日

　　平成20年６月30日

　④担保提供資産又は保証内容

　　該当ありません。

Ⅱ.　子会社株式の売却について

　「５　四半期連結財務諸表」の重

要な後発事象に同一の内容が記載さ

れているため、記載を省略しており

ます。 

Ⅰ.　子会社の吸収合併（簡易合併・

略式合併）について

　「５　四半期連結財務諸表」の重

要な後発事象に同一の内容が記載さ

れているため、記載を省略しており

ます。 

Ⅱ.　会社新設分割による純粋持株会

社体制移行について

　「５　四半期連結財務諸表」の重

要な後発事象に同一の内容が記載さ

れているため、記載を省略しており

ます。　

Ⅲ.　株式会社弘乳舎の株式取得(子

会社化)について

　「５　四半期連結財務諸表」の重

要な後発事象に同一の内容が記載さ

れているため、記載を省略しており

ます。
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